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第九競 昭和四年四月

〔季R ス〕

盤化コバルト堕酸溶液の粘度の研究

(コバルト錯イ才 Yの存在に就て)

工撃博士松井元太郎

工率土小 栗 拾 識

武 回 信

浦 JII イ音 識

〈昭和 4年 1月 20日受理〉

緒 =一一口
盟化コバルト CoC12• 6H20 を盟酸水溶液中じ加ふる時は盟酸の濃度の大小に因て溶液の色を著し

く盤?るものなり瞳酸の濃度小なる時は赤色を呈し潰度大なる時は濃青色を呈す。因て盟酸濃度を

しτ漸次大ならしむれば溶液の色は赤色より紫色を経て謹じ深青色に遣す。溶液t二化事費化の起る
時溶液の性質!，e襲歩るは怪しむに足らざる島上記溶液の色相の襲化は印ち溶質に化撃霊化の起れる

誼左ならすちんばあら?。ヤ4ニック及クペロ 4氏 (N.A. Yajnick and R. L. Uberoy; l" Am. Chem. Soc 

1924， 802)は之ぞき欠の如く説明せり。

CoC12+2Cl-ごCoC14--(blue)ご[Coh(pink)+ 2Cn+2Cl-

却も色相の愛化は錯4オンを生歩る需にしで錯4才ンと Co++"オンの割合に因っτ色は赤色及青
色の混合なる種々の色相となると。又ホクヱル及ヒ Jレ氏 (Howelland Hi1l， Phil. Mag. 1924， 833)は

第一コパJレト聾溶液の吸J¥Xスペクトルを検し夫等の溶液の赤色を呈するはコパル F原子が6個の他

原子又は基によりτ固まるゐ混じして溶液の青色を呈するはコバルト原子が 4個の他原子又は基に

よりて固まるお震なりと結論せり。例へば第一コバルト鞭の稀薄水溶液中じは 3 バルト原子が6個

のHPと共に CO(HP)6++イオンとして存し炭酸カリクム溶液に於ける酸化コパルトの青色はコバ

ルト原子が 4個の OH基i二依て固まれつゐあるじ因るとなせり。此誌に従へば種化第一コバルト

の水溶液に於てはコバルト原子は溶媒と化合して CO(HP)6++ なる 4才ンに獲じ盟酸の量多りれば



2 盟化コバルト強敵溶液の粘度の研究(コバルト錯イオンの事在に就て)

それ1:け後者4才ンぞ増し建に全く後者のみとなるなり a

雨者の読は全く同一な'らずれども青色砂原因が CoCI4-- なる錯4才シの生成iこ起因すとなすはー

なり。果して新る錯司オンの生成を見るとせば溶液の性質に或る愛イヒを穣替、するは自然の勢なり。

比較的簡軍t二測定し得る性質上の愛化としては粘度じ越すものなし。弦に於てホクェJレ氏 (0.R. Ho-

welJ，メ Chem.Soc. 1927， 158)及ヤイニック及クベ、ロ 4氏 (Yajnickand Uberoy，前出〉並l二稲田豊

太郎及阿部二郎氏(早稲田鹿用化撃舎報第7就 40頁〉等によりて盟化コバルトの鞭酸溶液に就て粘度

め研究行はれしも著者等は更に詳しき粘度の測定を行はんが馬に本質験に若手せり。

(1) 質験築置

第一国

The modified form of the Ostwald v同cometer.

賓験に使用せし粘度計はポアス4ユ(Poiseuille)の

定律ぞ慮用せる才ストワ Jレド氏粘度計金少しくホ

クェル氏(自il出〉の工夫せしものにして第一固に示

せり。之を恒温槽に直立せしめ上部U管の一端が

水面l二現はるお様に設置して粘度の測定を行ひた

り。

， -

恒温槽lま大形硝子製ピーヵーにして加温冷却爾

援置附属し加温は自動調節の瓦斯焔に錬れり其正

曜度は 25土O.lCCの程度のものなり。叉賓験i二使

用せしヒ・ぺ・y人ぜュレット l"t綿て補正ぞ行ひて使

用し寒暖計は標準寒暖計によりて補正せり。因に

標準寒暖計は Fuessstandard thermometer (P. T. R. 

11466 110・C毎じ保護あり)ぞ夏i二O.Cの氷水中

に挿入して温度の訂正をなしたるものなり。

(2) 寅験操作

盟酸溶液の調製使用せし盤酸溶液は保土ク

谷曹達曾枇製の合成盟酸を遁嘗に稀縛し濃度の異

れる盟酸7.N容液10種を製れり。之を挟酸ナトリク

ム(カーJレパクム製〉の 0.1規定溶液を用ひメチル

才νンダを指示薬として滴定して規定度ぞ定めたる上更じ其等の盟酸溶液を混合して 5種の溶液を

製わて滴定して濃度を定め都合下記 16種の盟酸溶液ぞ調製せり。但し葉中のーは全く盟酸ぞ含ま歩。

第一表

盟酸溶液の規定度

宅昏罰Z 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

規定度 0.000 0.999 2.047 3.059 4.159 5.308 5.822 6.079 6.336 

番苦免 10 11 12 13 14 15 16 

規定度 6.614 6.892 7.246 7.601 8.309 9.186 10.157 
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瞳化第一コバノV トの聾酸溶液の調製 瞳化第一コバルト (CoC12• . 6H20) 3.6 g伝正確に秤量

し上の如くして得fこる 16種の盤酸溶液 30C.c.に夫々溶解せしめたり。

新る 16種の盟酸溶波及]6種の盟化第一コパルトの盟酸溶液を各別に 25C.C・づゐヒ。ペットにτ粘

度計に移し:普通の方法によりて都合 32種の溶液の流下時聞を測定せり。但し粘度計は恒温槽中に下

垂せしめ恒温槽の温度は常に 25・c.ならしめたり 3 夫々の溶液に就て流下時間の測定終はれる毎に

恒温槽より粘度計を取出して水洗し其内部経乾燥売さしめて次の測定に移れり。も

(3) 測定結果

上記の方法によりて各種溶液の流下時間ぞ測定せる結果を記せば第二表の如し3

第二表

溶液の流下時聞く秒〉 溶液の流下時間〈秒〉
腫肢の規定度

|配1+ω12 佃 20
強酸の規定皮

HCI 

0.000 55.53 60.24 6.336 

0.999 57.64 62.08 6.614 70.85 ，5.63 
2.047 59.72 63.30 6.892 72.56 76.50 

3.059 61.80 63.93 7.246 72.98 75.24 

4.159 64.26 67.23 7.601 73.89 76.36 

5.308 66.91 72.49 8.309 76.91 78.2L 

5.822 68.24 74.24 9.186 81.57 80.24 

6.079 69.04 75.19 10.157 83.32 81.60 

流下時間より粘度ぞ求むるにはヲ =(dt)j(d.叫ゐ )x和なる式に擦れり。但し d及品は夫々溶

液及*刀密度、 t及 ωは溶液及水の夫々の流下時間、守及加は溶液及*の夫々の粘度係数なり。

此計算に必要なる溶液の密度はピクノメ ーターを用ひて 25'Cの*及溶液ぞ秤量し(WゾjW)xぬな

る式にょのて計算せり。但し 11"及 WIまピクノメーターにて秤量せる溶波及水の重量なり。窮度

の測定結果を記せば次の如[。

h>偽ー

身吾

E師連溶液の密度 (.250C)

盤散の規定度 | W'jW |密度(W'j砂'xU.99i071'

0.00 1.0000 0.997071 

0.999 1.01750 1.014520 

2.047 1.03519 1.032)58 

3.059 1.05183 1.048749 

4.159 1.06871 ] .065549 

5.308 1.08568 1.082500 

5.822 1.09313 1.089928 

6.079 1.09679 ] .093')78 

6.336 1.10114 1.097015 

6.614 1.10561 1.102372 

表

強化コバルト堕酸溶液の密度(25・C)，

強敵の規定度| W'jW 
(W'/Wx  町、，99i071)

0.00 J.053，)4 1..0504542 

0.999 ] .06976 ] .0666267 

2.047 1.08515 1.0819716 

3.059 ].09965 ].0964291 

4.159 1.11418 1.119]66 

5.308 1.13005 1.1267401 

5.822 1.13.549 J.，1 321641~ 

6.079 ].1:::784 1.1345026 

6.336 1.14442 ].1410680 

6.614 1.14875 1.1453853 



4 強化コパル ト強酸溶液の粘度の研究〈ヨパル ト錆イオ ンの存在lこ就て〉

6.892 

7.246 

7.601 

8.309 

9.186 

10.157 

1.11040 

1.11551 

1.12025 

1.12993 

1.14584 

1.15677 

1.107148" 

.1.112243 

1.116969 

1.126620 

1.142484 

1.153382 

6.892 1.15214 f.I48i654 
7.246 1.15689 1.1535015 

7~601 1.16031 1.1569115 

8.309 1.16626 1.1628440 

9.186 1.17892 1.1754669 

10.157 1.18551 1.1820376 

之に因て盟酸及盟化第一コバルト盟酸溶液の粘度係教を既記の式により て計算し且雨者の差を求

むれば次表の如し，

第 四 表

溶液の粘皮係数及其差

強般の規定度 粘皮係、重まくHC1) 粘皮係鍛(CoC~. 6HP + HC1) 粘皮係襲安塗

0.000 0.008948 0.010227 0.001279 

0.999 0.009451 0.010701 0.001250 

一2.047 0.009959 0.011069 0.001110 

3.059 0.010474 0.013128 0.000854 

4.159 0.011066 0.012070 0.001004 

5.308 0.011705 0.013201 0.001496 

5.822 0.012020 0.013584 0.001564 

6.079 0.012218 0.013786 0.001568 

6.336 0.01244弓 0.013966 0.001521 

6.614 0.012622 0.014000 0.001378 

6.892 0.012983 0.014203 0.001220 

7.246 0.013118 0.014050 0.000932 

7.601 0.013626 0.014277 0.000851 

8.309 0.014003 0.014698 0.000695 

{I.186 0.015061 0.015243 0.000182 

10.157 0.015531 0.015589 0.000058 

表中盤化ヨバル トの盟酸溶液は何れも盟化コバ Jレトに就ては同一濃度なる故此等溶液の各々が粘

度を異にするにつき先づ考へらる hは溶媒なる瞳酸濃度の異れるこ となり。 若し!瞳酸と瞳化コパル

トとが溶液内に於て全く無関係なる化接種として存すとせば第四表に於ける第三行の粘度の愛化は

第二行の鞭酸の粘度の愛化に相慮すべき筈に して第四行に示せる粘度係数差は何れも等しかるパ・き

なり。然るに事賓は表の如く後者に可なりの相違ぞ見る。従て嘗然溶液内に於て鞭酸L盟化コパJレ

トとの聞に或化製饗化の起れることを想像せざる可から歩。 今粘度係数差在留酸濃度に針して固に

表はす時は第二国の如し。

此場合溶液内に行はるゐ化製鐙化として先づ念頭に浮ぶものは電離作用i二関する共通4才ンの影

響なりホウェル氏等の説くが加く CO(HP)6++"才ンの存在を許すとせば水溶液内に於て盟11:コバル

トは

CoCI2• 6H20ごCO(HZO)6+++2C1-
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其増加の勢の甚記念なるはホクェJレ氏 (Howell，前出)の謂ふが如く相反する荷電を有する

.Co (H20)6+手及 CoC14--が同じ溶液内に存する震に互に相ヲlき而も CoCV-"才ンの増加の震に其

引力は遣に増し従て粘度の上昇を来たし自然粘度係数差の念膿を見ると解して可ならんか。更に盟

酸濃度ぞ増せば粘度係教差は最大となり曲線に頂動必示す。これ上記の爾種 4才ンの引力が最大に

蓮したる時にて詰り CO(HeO)6++とCoC14-- とが首量に存する匙ならざる可からす。此時溶液の色

は巳に赤色そ脱すれども未だ青色に獲歩るじ至らす-して紫色を呈するによりでも想像し得らるべし。

猫鞭酸を培せば Co(H20)6++ぞ減じで CoC14-- ~増すを以て粘度係数差を念蓮に減歩るを了解し

得ペし。濯に CoくH20)6++の全部が CoC14-- に愛?るに至らば粘度差曲線は瞳醸の濃度にのみ左右

せらるること為なる。而して山時は溶液に Co(H20)6++の赤色を認むる能はす下して CoC14--の色相
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なる青色ぞ呈するは明かなり。

之を要するに瞳酸及盟化第一コパルト盟酸溶液の夫々の粘度ぞ測定して其差を固示する時は曲線

じ底匙及頂監の存すること是認め得べく而して其頂匙は CoCI4-- なる錯4才ンを生歩るとして説明

じ得べく更に Co(lfP)a+ +1オンが赤色を CoCI4--1:才ンが青色を呈することより瞳酸濃度の量化

じよる溶液の色相の慶1tを容易に説明し得らる 0，

要 旨

くわ濃度の異る 16種の瞳酸溶液を調製し滴定じよりて其等の規定度を定めたり。!弐に之等の盟酸

溶液に一定量の CoC~. 6Hpを溶解して16種の CoCl2.6Hpの瞳酸溶液そ遣れり。

くわ上の 32'種の溶液の密度を 25'Cにてピクメメーターを用ひて測定し且改良型才ストヲ Jレド粘

度計沿使用 して夫々の流下時聞を 25'Cじて測定して粘度係数を計算せり。

く3) ~.・fU醸せる盟酸溶波及 CoC~. 6H20 の盟酸溶液の粘度係数差そ求d1)"(之を国表に示せり。

(4) CοCl2・6H20の盟酸溶液が軍純なる物理的混合ならば粘度係数差は一定なるべきも然らざる匙

より其溶液中には或化望書愛化を惹起せしものE見るを至雷とすべく其整化はコパJレb錯4オンの生

成に外ならすと断ぜり。

く5)CoCI2.6Hpの盟酸溶液は盟酸濃度の増すに従ひて赤色より紫色ぞ経て漸次青色に達するぞ認

めたり。 Co(見0)6++-1.;tンが赤色を有し!謹素の加はれる錯4オンが青色を有すとし錯4オシの存在

を肯定することによりて色相の援化ぞ充分に説明するを得たり。(早稲田大謬理工撃部E雇用化製貰蹴戸

室に於て〉

銅の電竪滴定に於ける Normal Electrodeの

省略法と水酸化銅の溶解積

造

敏

六

英

信

井

部

田

富

岡

武

士墜工

緒論

電座滴定は電導度測定と共に盆々利用さる 誌に至った、従って是等測定方法の簡軍化は唯々有意'

義なものである。一般に他の測定操作と蓮ひ電気的測定操作は簡草にして器具の取扱ひも比較的容ー

易なる事叉其測定値が正確なる事更に叉電歴滴定の特長として液の潤濁叉は着色の場合にもこれぞ

路用し得る事等の利動から Lて測定方法の簡軍化は事術的方面のみならす賓際方面への利用上も愈

々興味ある事である。

伊jへば Muller氏は電歴滴定に於て常に必要とする NonnaI Calomel Electrodeを省略することを考
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察した。

この外之等簡便法じついて考察護表せる人少なから?。次の文献を参照されたし。

E. Muller:-.Zts. f.. angew.αem. 1928， S. 1153 

向この外本質職につき参考せし書籍は Kolthoffand Furman:-Potentiome!ric Tifration (1926.) 

弦iこ著者等はこの簡便法そ銅極に感用し CuSO.1溶液ぞ NaOHにて滴定する事を試みた。而して

此際 Muller氏に依る陽極の毛細管中にデェラチンを装填する揚合とせざる揚合の結果の良否及び其

等の揚合と液の憤散の関係等そ諭せ:90尚この外滴定曲線の性質、滴定誤差につき考究せしも此鹿

iこは論ぜも只CuH+2OH-22巴Hi2なる PrecipitationReactionに於ける Equiva1encePotential 

の計算ぞ試みこれを附記せり。以下其等の富験装置及び操作の要貼に就き記載する。

2. 貰験装置

本電座測定に於て使用せし動電力測定器具は Leedsand N orthrupの Potentiometerで StlldentType 

を用ひた。接績は固 (Fig.A)の如く亦 NormalElectrodeの省略には次固くFig.B)の如き極を使用

した。 @Ilち一極は毛細管中に銅線を入れたもので他極は同管の外側に沿ひ螺線航に銅線を捻きつけ

(Fig. A.コ
くTheconnection of the po怜ntialmeasurement.) 

A. B:一目盛也ろ抵抗線
C:-2 volt苔電池

R:ー可鐙抵抗器lOOOOQ
C. R:ー炭素可箆抵抗器15Q

K:一定鍵

5:ー スウィ ッチ

5. C:ー標準電池

G:ー検流君事
E:ー未知宏池

たものである。之を CuS04溶

液中に漬け NaOH にて滴定す

る時は毛細管内に入った CUS04

溶殺は NaOH を加ふるも念じ

は diffllsion して出る事はない

ものとすれば毛細管の内部に於

では CujClI，+一定にして恰も

Normal Electrodeの代用をな し.

外部の螺線極i二接する CuS04 

液は NaOHを加ふる iこ従ひ

CujCu++は愛化しCu++濃度は

減じ次第に negativer となり、

南極聞の電腫は漸時上昇し 100

% CU(OH)2の沈澱ぞ生じる頃

爾極聞の電歴は急激に上昇す

る。この艶がエンド，ヰミ4ント

である。郎ち其原理は普通の電

座滴定法と何等異る底はないの

である。

3，賓験操作

賞験は約 0.1N. ClI 504 溶

液 10心 C をピーカーに取り、
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銅掻

一一

くら S~ ~事政j

ピュレヴト
くNaOH溶液〉

(Fig. B) 

水にて稀轄し 20c・c. となしこれに前

記の極をつり 0.138NのNaOH溶液に

て滴定し電歴の聾化は Compensation 

Method にて上記のホ:7ンシヨメータ

ーにて測定せり。

操作は先づス 4ッチ(S)にて標準電

地 WestonCell を接績しA.B.の目

盛せる抵抗園盤上の指針ぞ1.0183volt 

ぞ示す様にし、R 及びC.R なる可愛

抵抗器や遁首に加減しGなるガJレバノ

メーターに電流を認めざる様調節し次

にスヰァチぞ切換へ未知雨電極に接捜

し今度はA.B.の抵ち鵠泉を慶化のガi)レ

バノメ ー ターに電流~認めざる様調節

し其指針の讃みを讃めば Leedsand 

Northrupのポアンシヨメーターに於て

はこれが直らじ二溶液聞の動電力を示

すニとになる。この装置に於ては小数貼下三桁迄は正確に読み得る。叉炭素加減国抗器を用ふれば

0.1'0程度の抵抗の調節は可能なるも 2-3時開放置すれば外部よりの振動にて盤化伝来たしたる故

測定する毎に其援化を修正して測定せり。

4. 測定結果

滴定の際の反臆は CuS04+ 2NaOH = Cu(OH)2 + N~S04 

第 表 第 表

(毛細管中に gelatine~援填せざる揚合〉 (毛細管中に gelatineを装填せし揚合〉

!lE !lE 
NaOH (c・C・〉 電位差 (volt)ττ NaOH (c.c・〉 電位差 (volt)一一一

!lC 
O 0.0000 。 0.0000 

1.2 0.0000 3.0 0.0000 

2.0 0.0000 4.0 0.0∞o 
3.1 0.0020 5.0 0.0000 

4.0 0.0067 6.0 0.0000 

0.001 0.006 

5.0 0.00i6 7.0 0.0056 

0.005 0.031 

6.2 0.0118 8.0 0.0365 

0.013 o.on 
7.0 0.0224 9.0 0.1148 

0.010 0.1:¥3 
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8.0 0.0323 9.3 0.1546 

0.007 

9.0 0.1663 9.9 0.1587 

0.030 0.000 

10.1 0.1924 
10.4 0.1587 

0.012 
0.004 11.0 0.1660 

11.0 0.1960 0.011 

0.003 11.5 0.1685 

12.3 0.2000 
0.001 

12.0 0.1691 
13.0 0.2080 12.5 0.1691 

14.1 0.2168 13.5 0.1730 

15.0 0.2033 14.5 0.1774 

17.8 0.2033 
15.5 0.1808 

17.1 0.1824 
19.1 0.2011 18.0 0.1835 

21.5 0.1957 1!J.O 0.1840 

26.5 0.1956 21.0 0.1863 

31.7 0.1980 
23.0 0.1870 

26.0 0.1889 
37.5 0.2026 

29.0 0.1!J04 
41.0 0.2054 3li.{) 0.Hl20 
49.0 0.2087 4li.0 0.1!Jli6 

50.0 0.1976 

"" 
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25 l措定される液の濃度及効澱生成物の溶解積に閥抗物論である。溶液の濃度大なる程
叉沈澱生成物の溶解積が小なる程エン同…に削減歴の jump駄になり。与の!直も大

となる。笠ムの{直の最大の時がエンドボ4ントはる。

上記の二貰験より推論し得る事は毛細管式標準電極省略法に依る電座滴定の際にはヂエラチンぞ

袈境せる揚合及びせざる場合も共に NaOHの量約 9c.c. ¥二て曲線は急に上昇する故ヂェラチンの有

無に閥係せす・エンドポイントは決定し得るもヂェラチンぞ装填せざる揚合は曲線は固示せる如く凹凸

あり。装填せる揚合は曲線はすこぶる園滑になれり G これは恐らく前者は撞散の影響あり7こる震に

して後者は撞散少き属島情果を得たものと，思はる。要するに簡便法はヂェラチンを袈填する揚合其結

果ー居良好なる事明らかとなれり 3

Precipitation Reaction に於ける EquivalencePotentialの計算。

Cu++ + 20 H-~ CU(OH)2なる沈澱反膳に於て

(Cu+つ(OHーア
1 …Mass action law ………(1) 

(Cu (OH)心 A

(Cu(OH)心は不解離の部分の濃度にして CU(OH)2 の如き水に難溶性の物質に於てはこの値は定ま

った温度に於ては一定である。却ち解離恒敏であるa

故に 仁Cu+つ(OH-J~ = SCU(OH)2 S = Solubility product・・…………(2)
Equivalence point 二於ては水の解離を度外視すれば (Cu+つ=E(OH-)又は 2(Cu+つ=仁OHつ
故に(2)より

七OH-J3= 4(Cu吋=ね(OH)2... .....................く3)
Cu++及び OH-の Ionexponentを夫々氏u，PuHとすれば(2)式は

-log (Cu+つ(OH-ア= -10g SCU(OH)2……… ・・………………………〈め

郎ち 2POH + Pcu = P~ …………………一………………………………くの

此鹿に Psは Solubi1ityproductの Negative10garithmである。

Equiva1en白 pointに方全ては

-log 2仁Cu+つ-10g仁OHつ
ー 105"2 十 P~U= 昂H

・.品 H=P~u ーlog 2 = Pcu ー 0.30 ・・……………………・・・………く6)

.式 (5)中l二(6)ぞ代入して

3J毛U=P旨+2 10g 2， 3 POH = Ps -log 2 

故 A+fbg2
t二 PCU= 。 ……… -………………………・・・く7)

Ps -log 2 
H= ……………………………..……………(8) 

8 

金属の極栓その金属 ion を含む水溶液中i二浸した時金属と溶液の聞の電位差は Nernst氏の式に



て表さる。
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-RT. P 
E=一一一一10σーーベ.………………………………………………………(9)nF --ot  

0.0591. P 
E=--7-10Z7at 2pc・H ・H ・-…… H ・H・-……...・ H ・..……(10)

11 

PIま金属の電溶塵にて各金属について恒教である t は金属の Ionの法透歴で稀薄溶液じ於ては

濃度q二比例する。放に

E = _ 0.0591 102" ~ =ーーヲ一一log'e …………………………………………………く11)

0.0591 . 0.0591 
E=一一一五一一logK十一 1t一ーlogC ……… .....………………く12)

Ion濃度 Cが1なる溶液に金属ぞ浸したる時は logC = log 1 = 0となり、 (12)式は

0.0591 
E= ー n log K=  ε。…… …………………… … ………………・・ (13) 

このにの値は各金属i二ついて恒敢にして温度にのみ関係する値である。ニれは Normalpotential 

である。この値をく12)式に代入すれば

0.u591 . 0.0591 
E=ε。+一一一一 logC = e，。一一一一一=-p;，…………..………………(1匂n 

〈此鹿に fろは Ionexponentである〉

く14)及び (7)，く8)式より銅極の Equivalencepotential を計算すると

0.0591 
EEeu=ε。Cu- --6-一一(Ps+ 210g2) 

0.0591 
=ε。Cu- 6 Ps -0.006 ……………………(15) 

叉同様にして

0.0591 ， _ 0.0591 
EEOH=えOH+ーす一 (Psー log2) =ε。.oH+ーす:..=-Ps -0.006 

(15)式じ於て ε。Cuは Nonnalpotentialにして+0.34-voltなり。放じ ps@11ちCuくOH)2の溶解

積がわかれば Equivalencepotentialが求められる。然るに Psの値不明なる故弦に著者等に依り賓測

せしエンドボ4ントに於ける電位差より CuくOH)2の溶解憤の算出を試みた。但し此底に忘れてはな

らぬ事は本測定値は各極共本衡航態に達せるや疑はしき時の値である。矯めに Nernst氏の式の適用

可能性につき多少の疑念ある事である。然し金属 4才ンの事でもあり、大韓の略近似値的計算と考

へて溶解積を求めて見れば弐ぎの遁であるa但し弐ぎの計算の基調となって居る考察は測定値は銅

イ才ンに就きこの濃淡電池の電歴であり而も念援電鹿値は恰も銅が凡て Cu(OH)zとして沈澱し終つ

大瞬間の電座と見惜し得る事である。

電位差 (atEnd Point) = Er -Eo 

/ _ 0.058¥/  _ 0.058 、
= ¥F:oCU + --2-プlogCu1)一ε。Cu+ -2-ー logCu.} =-0.-11必(第二表より)



12 

此島に

故に

熱夫WI::依る熱分解貧験報告(英一〉

)品 一一Eo・………・・-・…・・・………毛細管外の液に依る電盤。

CUI…....・ H・...…………・・・毛細管中の液の漉度。 (180C.)

Cuo・u ・-…………………・・毛細管外の液の濃度。

EI -Eo=半ゐg(会)=山8・H ・H ・........・H ・.....(A)

然るに CuSO~ の X normalの溶液そ 0.138NNaOHにて滴定し 9c.巴の NaOHぞ要しfこれば

CUS04 SolnのNormalityは

X=0.188×jー=0.1242 N 
10 

毛細管中にこの濃度の CuS04溶渡が入って居りこれが滴定の最初から終り迄濃度ぞ費じないもの

とすれば

ζilI = 0.1242となる。この値ぞ(A)式l二代入すれば

0.058. 0.1242 
0.1148 =一一志一 logーτtーーとなるの

~ l..t，“ 

0.058 
0.1148 =ー 0.0263- v.;v_ log Cuo 

0.058 
0.1411 =一 2 一一logCuo 

log Cuo = -4.8655 

故に G伯 10-4・蝿55= 1.36 X 10-5 

郎ち Endpoint ¥二於て外側の硫酸銅液の濃度は1.36X ] 0:-
5 となる。故lこ水酸化銅の溶解積は

first approximationとして

SCU(OH;g = (1.36 X 10-5コX2 (1.36 X 10-5コ=3.72 X 10-10 

CuくOH)2の溶解積は大韓 10-10程度のものと認められる。但し弦l二附記せねばならぬ事は水の解

離によりて生?る OH-1才ンの潰度は度外して居る事で前記銅4才ン濃度のオーダーから考へて其

の大過なき事が認められる事である， (早稲田大事理工率部路用化撃賓験室に於て)

熱天秤に依る熟分解賓験報告(英一)

工準士山

尾

本研

藤竪

(昭和4&手2月28日受理〉

加熱に依る物質の重量獲化の測定に闘しては操作の比較的簡草なると任意の温度じ於て直接、連

規的じ測定し得るを以て熱天秤の使用は近時各方面に盛んじ利用せられつゐあり。著者等は今岡或
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種粘土類の熱分解襲化l二闘する研究中熱天秤の使用じ首りて得たる 2-3の経験並に数種の無機物質

lこ就て震しfこる貰験結果を報告せんとす。

使用に供したる熱!天秤は本多博士(金愚の研究、第1巻、 545頁;東北帝大理科報告.第4巻、 97頁〉

』第 1 園

H 

但梓の中央の鋭(M)と

の考案に懸る成潮商舎製第71披熱天秤にして

高温度じて生守る空気の針流に依る天秤停の

不規則振動を避けん第め電気温を天秤より遁

に離して使用せり。賓験全装置は第1固に示

す。天秤は (H)なるコンクリート台上lこ置き

室内の空気の影響を避くる矯め (B)なる硝子

箱に牧め木製台 (1)の小孔や遁じて白金抵抗

電気温 (F)中の試科 (C)を秤量す、倫高温度

l二於ける天秤樗の振動ぞ防ぐため感度ぞ少し

犠牲として梓に (D)なる錨製の錘りを附し之

を燈i由中に浸積せり。此場合の天秤の感度は

望遠鏡の尺度との距隊 第 1表及第2固に示すが如し。

1.5m.なり.以下同じ。 熱天秤の感度に就て柴田、福島爾氏(金属

の研究、第4巻、108頁)は之に電磁力を慮用

して略化製天秤に近き結果そ得られ更に最近

表

感度

第 1

熱天秤の

尺度ノ讃 E
ill.ill. 。
A
リ

d

を

組

主

ρ
り

可

i
o
F
M

の
o

d
宝

第

重量
m.g. 

O 

5 
白
リ

FU
A
V

唱

A

噌

A

0

4

2 固

熱 天秤の 感度 曲 線

.0 
'

h

h

w

t

o

岬

(
・

E
-
E
)
ゐ
縦

、
制
民

里子竺←-ド"
トJ ~ 

ドー

い戸r-ド'. -
1-・-'レ戸--

~ -トt
山戸←--。 '1 1> 10 ，ε '" 1. I~ '0 JJt ~ .. 4・。

重量くmg.)

宗宮氏(工化、昭和3年8月、217頁)はデュヲー瓶中のスプ リング (第1圏、(A))の強さ及電気J壇
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中の空気の針流に就て貫験し感度を 10mg. の重量じ就て 90m.m. (二増加せられたり。余等も熱天

秤の感度じ就ては種々比較貰験したるが電磁コ-1)レを用ひざる揚台低温度に於ては比較的銃敏なる

感度を保持せしめ得るが 500'C以上の高温度じては揮の不規則振動起るぞ以て今回は感度よりは寧

ろ此惇の握動の生ぜざる様腐心して賓験を行ひたり、尚三穴就i二於て電磁コイ Jレを使用したる揚合の

'14 

感度並に 2-3の測定結果に就て報告する所あるぺし。

温度の測定は第 1圏中 (P)なる白金一白金ロデゥム熱電針ぞ使用し'電気憧の温度の調節は慶歴器及

摺動抵抗器にて容易i二一定温度に任意時間保持せしめ得たり、試料は毎同 0.4- 0.6 g.を秤量し稼傭

試験としてZ間約20時間内に於て賓践して大韓の加熱曲線ぞ求めさたの本貰験に於ては温度上昇は分

解Ij附近に於て特に徐冷として其温度に於て夫以上重量の鐙化せざるに至り術数時間保ちて後徐々

じ上昇せしむる如くせり。一回の賓験時間は 20-25時間ぞ要し温度約 20'C毎じ測定を行ひたり。

次に 2-3 無機化合物に就τ質測したる結果を掲~}夏i二諸種コロイド物質に就て熱費化の脱哲を求

んとす。

め貰轍第1.硫酸?ンガンの熱分解

硫酸7 ンガンの熱分解は本多博士じ依りても報告せられ居れるが余等の得たる結果を第2表及第

念固に示す、硫酸?ンガン (MnS04'4H20)はメ Jレク製品にして再結晶せしめて使用せり、 1同の賓

伽験に約22時間を要したり。

4.0 

表

試料…....・H ・.0.6000g.

温度減量減量 減量 減量量
。C (重量)mg・ % 分子式(Calc.)mg.(Ob.)mg.差

13.0 0 0 

63.0 1.8 0.30 

113.0 2.3 0.39 

163.0 2.6 0.43 

213.0 1/ ノf

263.0 

313.5 

363.5 

413.5 

484.0 

514.0 

554.0 

614.0 

664.0 

714.0 

725.5 

745.5 

765.5 

815.5 

915.5 

1015.5 

267.7 263.7 
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表

試料……・・.0.52ゆ2g.

ザ〈準時もうF分子式J5ng(d告書g差
39.5 0 0 0"， 0 0 0 

h同

43.5 1.1 0.21 弓
句F

59.7 2.4 0必 g
70.0 4.75 0.9l 去
81.0 121.80 23.4l 

121.5 ]22・10 23.47 

141.5 122.60 23.57 

172.0 ] 23.40 23.72 

182.0 124.10 23.86 

202.0 127.80 24.ti7 

212.0 164.00 :n.53 

252.5 164.80 :n.68 

263:0 ] 65.50 31.81 

313.0 ]66.30 31.97 

413.0 〆" 11 

513.0 

613.0 

713.0 

763.0 

813.0 

863.0 

121.8 

164.0 
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o
J
H・
守

()r
C
2

守
(
)
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ぷ
，
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ノr
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885.5 340.0 65.36 268.2 44.70 

915.5 11 〆ア 1215.5 " " 
1000，() 346.8 66.6'7 。EgZ 電e，2 F 
1115.0 11 11 

]215.0 " 11 

第 固3 

硫酸マ y ヵ y の熱分解曲線

均
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hw
臥
〉

制
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古書
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炭般カルシウムの熱分解曲線

書室

<A-

。

応 ~ι-'{J
」

50 

A
W
 

A

・

2
J

(
w
む

附

ι。

Ob l前官。o .300 400 SOO 600 70。ぉ。 9回 10ω 1;00'aio。

賓験第2.茨酸カ }vシヲ

ムの熱分解

炭酸カ Jレシクムの熱分

解も不均一系の代表的熱

分解の好例なるが熱天秤

に依り得fこる賓験結果は

第 4国及第3表t二示すが

如f.."供試炭酸カルシク

ムはメルク製品分析用そ

使用す、富験時間22時間

にして 700-800'問には

約7時聞を要せり。

質験第3. 硫酸アル t

ニェウムの熱分解

硫酸アル tェワムは製

遁傑件に依り て種々の結

晶ノ'j(~取り得るものなる

が此鹿に使用しfこる硫酸

アJレtニクムは或目的の

爵め磁の絶針に無きもの

ぞアルコーJレより 2悶再

結晶せしめにるものな

り、得fニる硫酸ア Jレミニクムは常温にて減座下に充分アルコーJレ分を除き約一週間室温に放置した

るものにして第一間貰臨め結果此者は A12(S04)3・18円20 なる組成を有することを知れ句、此者を硫

湿度 (.C)

酸デシクーター中i二2日放置したるものは熱天秤分析の結果 A12(S04)3'15H20 なる組成を布する事

は第4表及第5固に示すが如し。

貰験の結果は第5固に示す如く硫酸ア JレEニウムは次の如く熱分解すること判明せり。

80'-100' .. _ ~_ _ ••• _ 140'-150' '̂ /cor." HY  ̂  210ヒ230'
A12 (SO~)3 18H20 一一一→ Alρ04)3 5H20 一一→ Al~(S04)3 4H20 一一一→

A12(S04}3 3H20竺竺ど A12'，S04)3'2Hρ 竺竺YA12(叩山竺23'A1203
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第 4 表

温度減量 i 減量 減量 減量議
・C (mg・) (%)分子式 Cnlc伊19・)Ob・(mg・)差
8 0.0 0.00 

18 0.9 0.23 :r:~ 

28 1.8 0.45 ~ 
38 2.3 0.58 浮
46 3.1 0.7時 円前

68 5.6 1.4-0 ~ 
78 11.0 2.75 117.5 118.1 -0.6 

88 30.1 7.53 ::<>< 
炉'<

99 90.9 22.73 % 
109 120.5 肌 13 ~ 
119 124.0 31.11 こぎ

〈
1:¥9 126.1 :¥1.号3

149 129.3 32.33 q， t29.8 132.8 -3.') 

159 136.5 34.12 $ 
170 1抑制。 ぎ
180138.634.65Zb 

190 140.0 35.00 ~ 
210 143.5 35.88 141.1 140.8 -5.7 

2却凶・63M5S

230 151.4 37.85 三
241 1弘 3 ぉ.085

251 152.6 38.U; 当
〈

271 153.5 38.38 

281 157.9 39.48 C"， 1.;2.9 15tl.l -3.2 

291 160.9 40.23 尽

311 1.61.1 40.3:> ミ
321 162.3 40.58 '{1 。.
331 /1 /1 <: 

声

湿度 減量
・C (mg・)
3H 164.0 

361 168.9 

371 173.1 

381 180.0 

392 180.9 

400 /1 

450 /1 

4iO /1 

482 181.8 

500 /1 

550 /1 

600 /1 

658 182.0 

698 181.9 

738 186.9 

758 191.8 

778 196.7 

788 204.9 

798 226.7 

810 259.8 

821 306.9 

831 312.2 

859 226.2 

910 339.2 

1000 340.4 

1500 342.2 

1100 /1 

1200 11 

試料....・H ・..・.0.4000g. 

減量 減量減量掌
(:;!の分子式 Calc.(mg・)Ob・(mg，・)差

41.00 176.4 175.8 -O.~ 

42.23 

43.28 

45.00 

45.02 
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但じ A1
2
(SOω 竺:fio'AIAIま無水硫酸アル tニュムが 800'Cに分解始り 830'Cにてアバ

ナとなるぞ示す。

震融第4. 珪酸グJレの熱盤化

珪酸グJレの如きコ ロ4ド質物質の加熱に依る水分放出の鐙It¥二就ては多くは普通重量分析法にて

之を行ひ従て其文献も匝々なり .余等は諸種の方法にて製したる珪酸グJレi二就て熱天秤分析を行ひ

其一例を第5表及第6園i二掲ぐ.珪酸グJレはメ Jレク製結晶71<硝子粉末ぞ水溶液とし一度描過し之そ

3%溶液として之に充分洗糠しfニゐ挟酸瓦新ぞ通じてグJレ I~せしめ蒸溜水にて数十問洗燥して長酸

曹達を全く除き?こる者を減座下に 60・以下に乾闘 し粉末に芭しものなり。

第 5 表

試 料・…・・ー・ー …・0.4000g. 

温(QC度1 減量減量 温電減量減量 湿度減量減量 温度減量 減量

く。) (mg.)く?の ぐC) (mg・〉 に?の く。C) (mg・)(~G) c..QC) (mg.)く?の

6 O 。 207 24.0 6.00 419 30.5 7.63 710 37・7 9.43 

26 2.3 0.58 228 24.1 6.03 520 31.!) 7.98 760 " 
〆f

46 3.5 0.88 248 24.4 6.10 550 33.1 8.28 810 " 
// 

66 6.6 1.65 278 25.3 6.33 580 
ノ/ 〆/ 860 // 〆r

86 11.9 ~.98 288 26.1 6.52 5!JO 35.6 8.90 910 38.1; ¥).65 

106 19.1 4.78 308 26.6 M5 600 37.0 9.25 1010 40.0 10.00 

127 2u.4 5.10 328 27.5 6.88 620 37.5 9.33 

147 21.8 5.45 379 28.!~ 7.20 630 37.7 9.43 

167 22.3 5.58 399 29.6 7.40 660 // 
〆〆

~ 

「寸 I T T了寸

ドー 長
Sドー-

w 
t....".-ト..-

トー

。 d 

」ー『 / 
IA' 

ぶ出
10..-0/. 

一
」ー」 ー」ー」

/()・ 3四 告・ f"'"・ 6四 7- "，. ~刷用

温度いC)

貫臓の結果は 50・より

水分ぞ放出し始め100・迄

i直線的に約5%の水分そ

放出し街漸準的に580・迄

水分を失ひ600・附近に於

て念激の愛化を起して後

は一定の組成となる、グ

Jレの高温度じ於ける水分

放出に就てはそ欠放に報告

すべし。

総括

第 6 国

シリカゲルの*放出曲 線

(
w
h
)
 

制

}; 或種粘土類、グル

等じ就て熱天秤を使用 して加熱に依る水分鐙化の賦態を知らん前提と して硫酸 7 ンjlン、 決酸カル

シゥム、硫酸ア Jレtニウム、 珪酸グJレの熱分解曲線令求めたり。

2・ 硫酸7 ンガンの熱分解は MnS04・4H20 70'-80) MnSO・.H20竺27Mn叫竺竺TMns0・



18 沼病患酵に及liす促進剤の彰密

720・-730・
の如く起り炭酸カ JレシクムはCaC03一一一→ CaOの如 〈主として 720"<:より 730"C聞に分解し硫

80'-100・ 140'-135・ 210'-230'
酸アルミニウムは A12CSO~)3 18H20 :~一→ AVS04)a 5Hp一一→ AI2(S04)34H20 一一斗 AI午

270'・280'.. ___ _ ___ _ 350・-370'. _ __ _ _ 800'-830' 
(SO~)3 3H20一一一歩 A12(S01)32H20一一一→ AI2(SO山一一→ Alj!03' 珪酸グJレは 50'より水一

分を放出し;始め 100'迄念に 100'より約 580'迄漸弐に水分を放出し 580'-600'¥二て残る水分約 1%.

ぞ放出して無水珪酸となるo(早稲田大事理工皐部感用化率第一研究室に於て)

酒精酸酵に及ぼす促進剤の影響

工準士武富 昇

加倉金満

〈昭和4Jf..2月26日受理〉

緒 品
=
口

藤糖、葡萄糖の如き開蜂性の情分を全く純粋にし、遁雷の濃度の水溶液とし.之i二時母ぞ加ふる-

時は随酵は極めて緩に進行し、僅に糖分のふー15%を路酵ーする降、西宮障は殆ど停止す。吾々は屡、可一

及的完全に糖分身酪聾したき揚合i二遁過す。其震には勿論横波に遁首め酪惇促進舟lを加へねばなら

ぬ。本報は諸種の促準脅lの影響や考究し、其等の最遁濃度を決定 したるものなり。促進剤の好適濃

度を決定するには、酵母の増殖率を計ゐのも一つの方法なれども、此方法は或一定時間の後、増殖し

たる酵母量を計るぞ以て、世額孝速度の盤化ぞ知る事は出来ない故に、本研究に於ては酪酵中に笹生す

る炭酸瓦斯の量より略蜂蓮度ぞ測定したり。促準剤としてメヂクムの水素4才ン濃度に針する影響

少きものぞ擦を弘fこり。

賓験の部

純麗糖の製法 華漕製糖株式曾市上グラニュ糖を 70'C¥二て7l<に飽和せしめ、プフナー氏漏斗にて鴻

過し、描液に純酒精を加へて諜惜の結晶を析出せしむ。鴻過したる後、藤慣は水に溶解し、再び純

酒精-1?加へ沈澱せしめ、強過し、三たに具室乾燥器に入れて 60'-65'Cじて約4時間乾燥す。

酵母液の調製純粋培養せる酒精時母 (RasseXII) を婆茅i-I-5 cc を入れたる試験管に播種し、

25
0

Cじて 3霊夜繁殖せ しめたるものぞ穿茅il-50 ccを入れたるフラスコに加へて 25'Cの恒温器中

l二2蓋夜放置して酵母を繁殖せしめ、弐で1萱夜冷蔵庫中に静置して酵母栓沈澱せ Lめ、其上澄液

ぞ去りたる後、之に約 100ccの殺菌水を加へ再・ひ伶裁庫中iこ4-5時間静置して酵母ぞ沈澱せしめ、

上澄液を捨て却ccの無菌水を初lへ所謂蜂母液として使用す。

薗酵液の調製砂糖4-6gを 40ccの再蒸溜水に溶解し、之lこ臨蒋促進剤机日へて綿栓をなし、

蒸気殺菌器lこて20分間づゐ三日開]連績殺菌しとる後、7日開放置L次で貰験に使用ぜり。促進剤は微

量の揚合は水溶液とし其一定容積をとる事としたりふ

賓駿方定前記の醇母液ぞ振置し、殺菌せるピペァ Fじて吸ひ取り、其 1cc宛を前記の酪酵液;ぞ
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入れたる フラス コに加へ綿栓の代りに暗躍管を存する プム栓をな し、 管中に少量の濃硫酸を注入し.

秤量したる後、フラス コの内容ぞ混和し鞭化石灰を入れたる Uチュープぞ外部より水分を吸牧せざる

様に酪聾管の先端にゴム管にて連結す。之を 25'Cの恒温器に静置し1日1悶振置して充分に炭酸瓦

斯ぞ除去し?こる後.秤量し、其減差によりて炭酸瓦斯の費生量ぞ知り、之によりて随聾蓮度ぞ比較

せり。 挟酸瓦斯の減量殆どなきに至。て酪蜂完結せる ものとす。

1. 純薦穂及び純葡萄糖の醒酵

藤糖は前記の方法により精製せるものを用ひ、葡萄糖はメルク曾牡製の extrapure ぞ J~(}tこり、d

-40 ccの再蒸溜水にそ穴の如き分量の慣を加へ路努せしむ。諮聾の経過を示せば第一表の如し。

第 表

琉 華清 宿署有糖
ーー・..... h 円

容 器の番号Z (A) くB) にC) くD) (E) くF)

力日""1:ろ絡の量 (g) 4 4.8 8 3.2 4 6 

資生 ぜ る炭般 x斯の量 (g)
車霊 遜 日 重責 (A) (，B) 

，、
(C) (D) (E) (1<')、

0.01!~9 0.0309 0.0296 0.0393 0.0564 0.0393 

2 0.0659 0.0728 0.0704 0.0713 0.0888 0.0712 

3 0.1001 0.1155 0.1112 0.0994 0.1l79 0.0930 

4 0.1228 0.1465 0.1454 0.1251 0.1438 0.1]20 

5 0.1432 0.1700 0.1658 0.1531 0.1716 0.1354 

6 0.1593 0.1~99 0.1836 0.1720 0.11Ii。 0.1600 

7 0.1705 0.2091 0.1988 0.1869 0.2094 0.1735 

8 0.1769 0.2233 0.2064 0.2111 0.2318 0.1979 

9 0.2251 0.2438 0.2056 

10 0.1860 .0.2489 0.2152 0.2280 0.2500 0.2119 

11 0.1893 0.2575 0.2190 

12 0.1922 0.2651 0.2220 0.2347 0.2580 0.2171 

13 0.1932 0.2659 0.2223 0.2421 0.2689 0.2278 

14 0.1932 0.2659 0.2445 0.2710 0.2316 

第一去より知る如く純梓なる情分のみなる時は糖分は僅に分解するのみに して臨時は停止する事

そ知る。倫此事i二就ては後に促進剤治加へたる揚合と比較針照すペし。

2. 人工培養渡の醗酵

培養液を臨時せしむる際、其中に酵母の栄養物と して必要なる或物質ぞ扶く揚合には酪持j主著し

く妨害せらる。従って或促進剤の好遁濃度を決定するには遁蛍な る人工培養液を捧み、之ぞ基準と

して比中の成分を愛化して其最適濃度ぞ決定せねばならぬ。此意味に於て従来の文献より最も遁醤

と患はる hさたの如き成分の液〈慨にA波と名<)とハ4夕、ソク液に少量の盟化石灰4同日へたるもの (B 

液と名りを用ひLd鱗を行ひfニり。

B液を調製する際.微量の盟類を加ふる事は誤差を生じ易きそ以τ.之等の盟類は水溶液とし、
事一定容積令とりτ加~たか。貰験の結果は第二表及ひ滞ー固に示す如し。第一回lま溶液中に存在
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ベ~、Ea盟鍵水ま酷 纏

4.000g l潔i 符 4.000 g 

アンモ=ウム 0.088 11 0.100 11 

A液 酸 2加ー塁 0.040 11 B 燐酸 1加盟 0.040 11 

0.040 11 
波

0.017 11 化 石灰 統国主マグネシウム

40. cc 酸化石灰 0.004 tI 

7F 40.8 cc 

する藤橋に針し、時時せる藤橋の%を示せるものにして、倫比較の弱、藤慣のみを酪鰐せる揚合

の%をも示せり。

第 表

資生ぜる炭酸主主新の量 (g)，、
経過日鍛 11波 Ai夜 経遜日放

0.2652 0.1178 10 

2 0.7452 0.3229 11 

3 1.2385 0.5))62 ]2 

4 1.6411 0.77l!J 13 

5 1.7916 0.9443 14 

6 1.8369 1.0928 15 

7 1.8537 ] .2277 16 

8 1.8597 ] .3565 17 

9 

% 国

lCO 

90 

80 

酪 70

欝

ぜ 60

る

疎開

結
40 
の

% 30 

20 

10 

o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
経渇日鍛

芸達生ぜる炭酸瓦斯の霊 (g)，. 
B 1夜 AI/主
1.8632 ] .5460 

1.8652 1.6304 

1.8670 ].7088 

1.8684 1.776.0 

1.8696 1.806日

1.8131i 

1.8156 

1.8160 

第一園中AはA液、 BはB液、 C

iま純康情 4gを 40ccの*に溶解

せるものにして、DIま純藤情 6gを

40ccの水に溶解ぜるものなり。

第一国より知る如く時時速度は

B液最も大にして鹿糖乃90.9o以上

を略奪す。故に本研光に於てはB液

ぞ基準とし各促進剤の最適濃度を

決定せんとす。純麗慣のみなる時

は間際速度は甚小にして藤糖の問

時は10.9oにも蓮せぎる事を認む。

3. 薦糖の醗酵に及ぼす燐酸 I

加里の影響

本試験には前述の如く B 液を基

準とし、其成分中燐酸1加里の量

のみぞ援化して路j車速度ぞ比較せ

り。 RasseXII を使用せる時の結

果は第三表i二示し、大蔵省醸造試

験所酒酵母Nりを用ひたるものは

第四表に示せり。第三表及第四表
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ヒ於て燐酸1加里の量lま水 40.8ccに針し加へたる瓦載を示せり。

第 一一 表一
容器の香燐 (A) くB) くC) くD) (E) 

KH2P04の量(g) 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 

喜重生ぜ る炭酸x斯の量 (g)
四 、

経遜 日鍛 くA) くB) くC) くD) (E) 

1 0.2250 0.2:¥28 0.2495 0.2289 0.2382 

2 0.6682 0.7497 0.7579 0.6588 0.6P5 

3 1.0939 1.2240 J.2304 1.21!l2 1.0984 

4 1.4772 J .6176 ] .6089 1.6251 ].4~62 

5 1.7257 1.7754 ].7711 1.7820 1.7440 

6 

7 1.8282 1.8234 1.8404 1.8296 1.8310 

8 ].8492 1.8374 1.8687 1.8556 ] .8478 

9 

10 1.8615 1.8462 ] .8883 1.8650 1.8604 

11 

12 1.8702 1.8548 1.9049 1.8710 1.8642 

]3 

14 ] .8727 1.8644 1.9119 ].8765 ] .8708 

完5 四 表

容器の香協 (A) (B) (C) (D) (E') (1<') 

KH2P04の量(g) 。 (¥.01 0.02 0.03 0.04 0.05 

習を生 ぜろ炭百主主主斯 の量 (g)
高

経 過 日鍛 ぞA) ("B) くC) (D) (E) (F) 

1 0.0224 0.11 06 0.1019 0.0861 0.0814 0.0889 

2 0.0442 0.2936 0.2833 U.26G7 0.2503 ，(}，2564 

3 0.0816 0.6056 0.6193 0.63]3 0.6606 0.5330 

4 0.1208 0.¥)286 1.0434 ].0289 1.0098 0.8774 

5 0.1577 1.1694 ].3624 ] .3021 1.34.')0 1.1698 

6 

7 0.2478 1.5182 1.7451 1.7805 1.7846 1.6673 

8 0.2858 1.6325 1.8257 1.8373 1.8371 1.7863 

9 1.7088 l.R507 1.8616 1.8590 1.8348 

10 

11 0.3992 1.8040 1.8683 1.8816 ] .8848 1.8600 

12 

13 1.8592 1.8731 1.8861 1.8942 1.8708 

14 0.5000 

15 0.5284 1.8635 1.8819 1.8942 1.9028 J.8786 

第三表ー及び第四表より知る如く燐酸1加里の好遁濃度は Rassexnの場合は;}(40.8cc ~二針し0.031g



2~ 酒精檀静1:及lます健造剤の膨轡

第 園

2.0 

1.8 

1.6 

事量

生1.4

ぜ

4 1.2 
炭

段

実1.0

新

の 0.8

量

r-. 0.6 
tg J 

0.4-

0.2 

e- 1 2 3 4 5 s 7. 8 9 10 11 12 13 14 15 
組過日重主

第 五 表

質検事旨骨量 A B C D 

MgS04の量(g)
。 0.004 0.0133 0.0176 

じして、酒倖母の揚合は 0.03守

0.04gなり。 RasseXII は酒酵

母より酪蜂速度大なれ燐酸 1

加里を全く快く揚合じは第四表

より知る如く醸蜂速度は著しく

減少す。備此事を明じする属、

酒鰐母の場合を第二固に示せ

り。

4. 驚穂の彊酵iζ及ぼす硫酸

マヲネシウムの軍猪

従来硫酸?グヰ・シクムは酵母

の策養として有蚊のものと考へ

られたれども、近時之と反針t二

硫酸7 ク可シクムは栄養慎値全

くなく、酵母の増殖を却って阻

害すと主張する人あり。本試験

はRasseXII .:a周ひ B液の成分

中燐酸1加里ぞ O.03gとし、硫酸

マグキシクムの量を愛化して、

隠時速度を見たり。其経過は第

五表及び第三固に示す如し。

E F G 

0.0240 0.0300 0.0133 

E道生ぜる炭融 x斯の量 (g)
円 、

経渇日般 A B C D E F G 

1 0.0512 0.1059 0.1134 0.1182 0.1186 0.1120 0.0230 

2 0.1161 ~.3559 0.3658 0.3582 0.3486 0.3419 0.0356 

3 0.2835 0.9875 0.9078 0.9227 0.8736 0.8580 0.0648 

4 0.4572 1.5405 ] .3942 1.4430 1.3786 1.3536 0.0858 

5 0.6287 1.7565 1.7054 1.7316 1.6924 1.6922 0.1046 

6 

7 1.0440 1.8389 ].8244 1.8221 1.8280 1.8136 0.1466 

8 1.21必 1.8455 ] .8344 1.8420 ].8380 1.8236 0.1603 

9 1.3942 1.8565 

10 1.8595 1.8550 1.8516 1.8380 0.1926 

11 1.6748 1.8619 ー...... 田 園
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12 1.'1644 1.8639 1.8656 1.8620 1.8594 1.8472 0.1976 

13 

14 1.8430 1.8691 1.8666 1.8641 1".8626 1.8528 0.2049 

2.0 

1.8 

1.6 

軍基

生1.1

ぜ

る1.2
炭

磁
文1.0

2荷

の O.f. 
量

20.6 、J

('.4 

0.2 

15 1.8521 1.8719 

第 一 固

o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
経遜日重責

2.0 

1.8← ー

1.6 

害量
生1.4

d 

る 1.2 ・ーー

炭

育費 1・01
x 
斯
φ0.8 

量

20.6 、J

0.' 

0.2 

1.8546 0;2076 

第四国

'__l_!-

012345678  

経過日鍛

第五表中寅験番税Gは藤脂溶液i二iiH二硫酸7 グネシウムのみを加へたるものにして、此揚合lま路

酵は僅i二起れrも準行せ歩。第三圏中C とEとは殆ど一致したる故に一本の曲線を以て示せり。

第五表及び第三国より知る如く研理捜7 グネシクムが路拷の促進骨!となる事は確貰にして、少量の

添加じより酪蜂速度右手著しく待準せしむ。其好遁濃度は本試験に於ては71<40.8 ccに針し 0.004gな

れども、之は本試識に使用せし最少量なる故に最適量は命少量なるやも知れ歩。故に夏l二0.004g以

下~1J日へfこ&揚合に就て貰験ぞ行へ句。其結果は第四国に示せり。

第四国中Aは水 40.8ccに針し硫酸?グシクムを 0.0004g，Bは 0.001g， C は 0.002g、Dは0.004g

を加へたるものなり。第三国及第四国より知る如く硫酸?グネシクムの最適濃度は水 40.8ccに針し

O.004gなり。

5. 藤糖の醗酵!こ及ぼすアスdラ..シの影響
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前記の貰融より燐酸1加里は 0.03g、硫酸?グネシクムは 0.004gが最適なる事決定したるを以て、

本試験はアスパラ ギンのみを霊堂化して臨時速度ぞ見たり。其結果は第六表に示す如し。アスバラギン

は71<40.8 cc ~二加へたる量を示せり。一

第 ノ~、4・ 表

笈 験 香 続 A B C D E F 

アスパラギンの量(g) 。 0.02 0.05 0.10 0.15 0.2 

後生ぜる際商事 x斯の量 (g)
目 、

車墨 遁 日 重主 A B C D B F 

1 0.0309 0.2341 0.1872 0.1532 0.1941 0.1488 

2 0.0652 0.6622 0.6152 0.6058 0.s242 0.5868 

3 0.0962 1.1588 1.0649 1.1132 1.0784 1.0492 

4 0.1316 1.4317 1.4918 1.5171 1.4886 1.5546 

5 0.1706 1.6721 1.7092 1.7364 1.7211 1.7706 

6 0.2231 1.8156 1.8128 1.8172 1.8119 1.8232 

7 0.2668 1.8641 1.8544 1.8447 1.8457 1.8415 

8 0.3014 1.8859 1.8712 1.8612 1.8655 1.8518 

第六表i二於て B，C， D， E， F いづれも醸捧速度は大差なけれども、最適濃度は 0.02gとして可な

る如し。アスパラギンは最遁濃度より多少過剰に存在するも酪蒋速度或は酵母の増殖率には有害な

る作用は及ぼさざるものならむ。アスパラギンぞ全く快く揚合iこは他の楽養剤は適首量宛含有する

i二拘ら歩踏蜂は僅に起るのみじて進行せつ九

6. 酪酵に及ぼす瞳化石友の影響

水 40.8cc ~二封し薦糖 4g. アスパラギン O.l g、 燐酸 1 加里 0.03 g.硫酸マグヰ、シクム 0.004gを

力日へ、 m化石灰の添加量を霊化して路轄する時、其経過は第七表及び第五固に示す如し。五間中 B，
C， D Iま殆ど同ーの曲線を以τ表さる故に 1本の線を以て示せり。

第 七 表

笈 験 香 t虎 A B C D E F 

強化石灰の量 (g) 0.008 0.004 0.0016 0.0008 0.00032 。
炭敵:t¥:!ITrの塁芝生量

f宅 同

ZF F¥ 
経 遁 日 重主 A B. C D E 

1 0.2186 0.1601 0.1627 0.1882 0.2149 0.1386 

2 0.6072 0.5338 0.5439 0.6621 0.6070 0.4829 

3 0.9666 0.9214 0.9115 0.9890 0.9789 0.8154 

4 1.3192 1.3405 1.3329 1.3079 1.2357 0.9826 

5 

6 1.8354 1.7901 1.7986 1.8319 1.7293 1.2898 

7 1.8844 1.8465 1.8452 1.8525 1.8105 1.3851 

8 1.8972 1.8714 1.8681 1.8729 1.8473 1.4705 

9 

10 
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11 1.9254 1.8887 1.8874 1.8832 1.8731 1.6936 

12 

13 

14 1.9500 1.8952 1.8951 1.8889 1.8904 1.8294 

15 1.9576 

第 五 固

~IIIIIIIIIIII I 

1.8420 

第五回及第七表より知る如〈

蹄酵蓮度は瞳化石灰 0.008gの

時最も大なり。街j主後の貰験に

より型化石灰の量が之より大と

なる時は酪鰐速度は却て小とな

る事を認めたるを以て 0.008g 

~以て好遁漉度としたり。

総括

1. 本研究i二於て路酵促進膏!

としては燐酸1加里、アスバラ

ギン.硫酸7 グネシ クム及び盟

化石灰を混合して使用せり。之

等の物質は皆促進剤として有故

にして、之等の内いづれの一つ

ぞ快ぐも醗孝速度は著しく減少

す。殊にアスパラギン及び燐酸

1加里の内いづれか一つを快〈

揚合iこは路蜂は殆ど進行せす、

o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12・]3 14 15 十数日の後大部分の糖分は聞酵

経 過日鮫 せすして残留す。

2. 硫酸?グヰ・シクムは、近時酵母の祭養として有害無盆なる事を唱ふる人あれども、酒精酵母

(Rasse XII)じ於ては酪鰐促進剤として有殺なる事は確貰にして、之を全く快ぐ揚合は酪蜂速度は著

し〈減少する事、第三国及び第四固に示せる如し。

3. 之等の促進剤の最適濃度は水 100g ¥こ封し、燐酸1加里 O.074g. アスパラギン 0.049g.硫

酸7 ク》シクム 0.01g.盤化石灰 0.02g とす。(早稲田大串理工事部慮用化事貰験室に於て〉
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〔曾震報ス暴貨)

事事移鮎の測定第一報(粘度計法)

工製博士松井元太郎

工準士小栗捨識

(要旨〉溶液の粘度が温度によりて慶歩る有僚を示タ粘度曲線は連績曲線なるは明かなり。然るに

溶質に化感費化が起る時は曲線は不連績となる。合水曜が低位含水盤(或は無水盟)に襲-t.る襲化は

特定の温度i二於て起り且終了するものなるが故に輔移動の前後i二於て夫々安定なる含J~盟及低位含

J~盟飽和溶液の粘度を表はす 2 の連続的線は輔移動に於て交はるべきこと明かなり。此理論t.e藤用

b て著者等iま合水槽授低位含*盟の飽和溶液に就て粘度を測定しτ縛移動の測定4並行ひたり。
測定の針象として選びfこるは次の8種の反感なり。

(1) Na2HP04.12Hp ~ N~HP04・7Hp+ 5Hρ 

(2) Na2S04・10H20ζコ N~S01+ 10H20 

(3) NiS04・7H20~NiS04・6H20 +民0

測定に使用せし粘度計はハートショーン氏の考案に成るものなるが其粘度計ぞ其僅使用する時は冷

空気の置換に基づく溶液の冷却ぞ来fこし飽和溶液より微桔晶分離し測定i二困難を感歩るを以て粘度

計の上端じ空気の加温装置を附し?とり。

輔移貼の上下にて夫々安定なる合水曜の飽和溶液に就て数種の温度にて流下時聞を測定せる後流

下時聞は間接に粘度を表はすものなることぞ明に し測定時間より粘度曲線ぞ求めて雨曲線の交匙を

作岡上求め轄移動を得fこり。夏に測定せる流下時間と温障との閥係が恐らく拠物線をなすならんと

云ふ偲定の下じ貰験式を計算し夫々一組の賓験式会数率的に解きて雨式ぞ満足する:温度そ算出しτ

之~轄移匙の計算値とせり。其結果は究の如し。

反感

Na呂田04・12H20ζコN:1:lHP04.7H20+ 5Hp 
NfI官S04・lOH20~ N~S04 + 10H20 

NiS04.7HpζコNi2S04・6H20+ HP 

韓移動 (c)

作 ~l 計算

35.6 35.88 

32.5 32.455 

31.8 31.36 

酸性燐酸ナトリクムの諸種の方法に擦りて従来測定せられし輔移動は 35.0_36.8'Cの間にあれr

も研究者じよりて賓験の正確度は一様ならざるが故に其等を考察して此縛移動は恐らく 35.5'Cに近

舎温度ならんとの結論を得たり。
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硫酸ナトリクムの縛移動は恐らく 32.o
O
C附近じあるべきを以t本測定の結果として可なり正曜に

近き値を得Tこるこ£を明l二せり。

きたに硫酸ニヅクJレの縛移動として公表せられし数字を探査し本測定の可なり正確なる結果を得しこ

とを間明せり。

之を要するi二ハートショーン氏粘度計に更に著者等の工夫を加へたる装置は韓移動測定法として決

して他の諸法に比して劣らざることを確め得fこり。(工業化製雑誌昭和4年43頁)(小栗〉。

車専移黙の測定第二報(膨脹計法)

工墜博士松弁元太郎

工墜士小 栗 拾 識

石 )11 卒 七

石 田 資 良R

(要旨)膨脹計を使用せる轄移動の測定は最も普通の方法として従来慣用せられし虫なるが本質験

l二於ては専ら其理論的方面会開拓するに努めTこり。測定の目標とせる反感は Na2S04・10H20ζ二Z

Na2SO.1 + 10Hpなり。

試料を膨脹計に充?こし更に容積壁化身明瞭ならしめんが震にキシローJレぞ添加して恒温摺中に沈

め初温度や 32・Cとし徐々に温度や 1/10'・Cつゐ上昇せしめ恒温に30分間置きたる後試叫の容積をリー

ダイングテレスコープにて観測し之を作固して曲線を描きしにi暫!出勤 (Pointof inflexion)を有する曲

線を得fこり。其湾曲製iIま息日ち反感を惹起する轄移動にして 32.67'C なるぞ示せの。猶i母曲黙に於け

る曲線の機泉は縦軸と 0なる角を以て縦軸と交ることを認めたりつ

次に童文撃的に推論して上記曲線を表はすべき数式として次式ぞ得fこり 3

-asin3 6x3 + 3 asin26 {ぉinO+ (y-h) cose} %2ー [3asin 8 {ぉin8 + (y -h)cos e }2 

-cos e]x + a {ぬina + (y -h) cos 8 }3-ysin6 +たos6+hsin a = 0 ………………く1)

但し xは温度軸.y ，ま試料の容積脅h.t及Aはi暫油製iの坐標なり。突に此曲線をば原型Ij(Coordinate 
oI'lgin)争周定して 8t:¥j廻轄せしめ 8=0ならしめば上式は次の如くなるべし。

x = a (y -h)3 + t ……・・・… ・・………………(2)

夏に此式の徴分式が如何なる形の曲線となるべきかを数態的に考慮せる後膨脹計による測定値より

温度による容積慶化の割合ぞ種々の温度に於て求め、之を作園して輔FJ黒白を決定する揚合の理論に

就て考慮せり。

ーたにラグランヂュ氏補内式ぞ利用して測定値より計算して (2)式に相雷する式ぞ求めて三たきを得た

り。

x = 0.04995 y3 _ 1.60010 y2 十 18.4090 y -36.05456………・・・(3)
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此式によりて表はきる お曲線は湾曲塁白金有するこ と明かに して其漕曲匙の傑件は d2y/dx2=0なる

そ以て此傑件を醤蹴めてy= 11.045を得fこり。因てl比yの値ぞ (3)式に置換してxを求めしに x

82.6665 te得たり。之等の Z及yの値は印ち湾曲線の坐標にしてx軸には温度ぞ取れるが故に漕曲勤

の温度は 32.6665'Cなるぞ知る。是れ求むる昆の縛移匙の計算値なり。

最後に賓験に使用せし寒暖計を標準寒暖計じよりて補正 し上記輔移動の測定値及計算値を訂正せ

しにさ欠の如くなれり。

作固上の測定也

計算値

〈工業化製雑誌昭和 4年48頁)(小栗〉。

縛移動(C)

32.37' 

32.367' 

水素と一酸化炭素より石油合成賞験報告 (第一報)

工準博士 小 林 久 平

工事士山本研

(要旨〉常盤に於て水素と一酸化炭素卸ち水性瓦斯より石油の合成は 1926 年初めて濁逸に於て フ ~:;>

シャー氏及びトロフ・ッシュ氏に依って畳表せられし者iこして頗る興味ある事項なるそ以て予等も亦新

問題に就て貰験を開始せり、予等の寅験に着手せる期間に於て英国にてはエルグ4シ氏米園に於ては

スミス氏夫々該問題に関する貰験報告を護表せり。

原料水素及び一酸化炭素瓦斯は夫々亜鉛と稀硫酸、蟻酸と硫酸を作用せしめて費生し洗蝶後任意

量に混合し再び充分洗縦し乾燥したる原料瓦斯を種々の速度に於て電気温中に一定温度に加熱しあ

る燭媒中を通過せしめ生成しfこる水分及油分を冷却液化せしめて採取するものとす、第一報賓験結

果を総括すれば下の知し 3

1. 錯鯛媒4種、銅燭媒1種、コバルト鯛媒2種及びコバルト・銅・7 ンガン蝿媒2種を調製し是等

t.e使用して常歴に於て水素と一酸化炭素より石油炭化水素の合成に就て賓験せり。

2. 石油茨化水素を合成し得たる賓職の楳合結果は次の如し。 (1)に使用したる鮪媒はエルグ4シ

ー氏の所報割合t二依れり、但し燭媒の調製法に閲しては予等過賞なる方法を撰定したるものなり、(II)

Jま其調合比及び調製法を多少愛更したるものなり。

(1) (II) 

1 COP3 1 
明媒硝酸瞳混合比(酸化金属としてのよと) CuO 0.5 CuO 0.5 

MnO. 0.75 MnO. 0.8 

H:COの容量比 3:2 3:2 

卒均瓦;針通過速度(毎時) 2.81 4.7l 
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卒均J文庫、温度 273'C 3~7'C 

通過せし瓦斯量 182.51 138.71 

』政縮瓦斯量(1同通過消費量〉 71.71 71.11 

援縮生成水量 7.8 c.c 4.3 c.c 

合成石油量 0.9 c.c 0.6 c.c 

石油の比重 0.7825伊/~OC) 0.7762(29/刊〉

3. 燭媒の如何に依りて合成遁;膳俊件は種々異るべきは勿論なれど予等の賓験結果より考察する

じ瓦斯通過速度は出来る丈け小なる方可なり又反感温度は出来る丈け低く此揚合 27o'Cぞ可とす。

生成石油炭化水素の品質は一方凝縮生成水分の多寡i二閥係あるものゐ知し。本報告は草i二石油を合

成し得fこる事を報告したるに過ぎ歩目下引続き賓験中なり。〈工業化製舎雑誌、昭和4年 1月o4-

60頁、山本抄録)

〔言葉 義〕

第異字L剤工業(其二)

工率土頑島信之助

筆者の止むぞ得ざる一身上の都合から久しく本稿金休載した事を深く御詑びする。本稿では前同

lこ残した部分を終り度いと思ふ3

(2) フヰルム

フヰルムも近来は種類が増して今では凡そ次の5種i二分つ事が出来る。

A. ロールフヰJレム

B. 活動寝具用 7ヰルム

c. フヰルムパック

D. ボー トレ4トフヰJレム

E. νントグン用フヰルム

此等は殆んど全部普通のセルロ 4ドi二乱費qを塗布したもので活動寝藁用フヰルムの中に酷酸繊維

棄を用ひたセ Jレロ 4ドを使用しfニものが僅かにある。其他フヰルム自韓中に乱要事lを混合する特許も

あるが未f::市揚には表lまれない。フヰルムは形が異ると共に種類により其の厚さも亦可成りの差が

ある。 AのローJレフヰルムは多くは 0.08mm、B は 0.14-0.16mm.、Cは 0.08-0.13mm.、Dは

0.2mm.、Eは 0.2-0.08mm.位の厚さのものを用ひる。

セルロ 4ドフヰ Jレムの製造は普通セ Jレロ 4 ドぞアセトン又は酷酸.， i Jレ等の溶剤に溶解して晶状

として表面を極めてよく磨いたロール上に流し溶剤そロールの内面から加熱する事により揮護せし
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め之を他のローJνt::巻き取るのである此の揚合勿論溶剤は之を集めて岡牧をするが此の如〈すれば

活動察轟用フヰバLーの如き極めて長いものでも容易に製造出来る。フヰJレムが出来ると突で之に乳

聞を塗布するのであるが硝子乾叡の昨と異って種々な困難がともなふ、それはブヰルムが滞くて屈

撹性に富めば富tr程表面のゼラチシはプヰルムの現像定着水洗等の水島理により甚t:剥奪し易すい

事である加ふるじフヰルムぞ乾燥した揚合にセ Jレロ 4ドは蝕り牧縮しないがゼラチン膜は牧縮の程

度が可成り大雪いめでフヰルムは乾けば乾〈程ゼラチン膜の方へ巻き込む性質が強くなる又一番困

難とする所は乾板は相手が硝子板であるから可成り厚〈乳剤を塗布ーじでも何等不都合がない普通乾

板では 0.02-0・022mm位の厚さτ'あるが之により充分な密度ぞ出歩事が出来る。フヰルムの揚合は

前記の如く兎角一方に巻き込み・易い性質があるから出来る限りに乱期jの厚さぞ薄くして此の影響を

避けなければならないが乳膏~~薄くすると密度が足りなくなるその震には乱期の臭化銀濃度を大 E

するか或は膜が薄くても密度が出る(印ちプロセス乾板の如き乳剤)乳剤ぞ使用しなければならない

従って感光度の方は多少犠牲に供しなくてはならないのである。何となれば前聞に臭化銀乳剤の製

造の所じ記した如く密度 Density と感光度とは反比例するので感光度が高くて而も密度の大なる乾

板は乳剤の混合による外は仲々製造困難である。以上の多くの困難は其の細部は各製造曾祉の謂ゆ

る秘停であって直接製造に嘗って居る者の外には容易に知られない。

セルロイドと乳剤との接着剤に閉しては}l"amia氏は Guncottonの 3%酷酸アミ ル溶液叉は葡萄

糖の水溶液~推賞してゐる其の他躍をクロム明饗で固めたもの或は Vogel のゼラチン等が用ひられ

る。叉フヰJレムの巻き込みを防ぐi二は字L剤と反針の面に Vogelのゼラチンを塗布する事が専ら用ひ

られてゐる。併し・活動寝具の7ヰJレムは一方がセルロイドの聞でないと都合が悪いから此の裏塗り

をじてない加ふるi二巻いて使用するものであるから巻き込んでも大して差支へはない、活動寝具用

のフヰルムが{也じ比較して厚いのは此の巻き込みの性質ぞ防ぐ震でと云ふよりむしろ撮影の時受け

る機械的伸張i二耐える震である。次にフヰルムの乳剤であるが活動寝鼻の腸章フヰJレムを除いて他

は皆種々の方法で何か或る一つの要素を犠牲にして他の性質ぞ補ってゐる。賓例に就て云へば East-

m;jnのフヰルムは密度の一部と感光度を犠牲にして階調金極めてよくし Aσfaは筑骨lの混合により

階調を犠牲にして密度と感光度を上けて居る。

第 国
レントグンフヰルムは

元来位子が極めて大き く

密度の殆んど出ない乳脅l

であるが乳剤を ~Jレロ 4

ドの雨面に塗布してコン

トラストの増加を計って

ゐる併しボートレイトフ

ヰルムはセルロ".r~厚

《して硝子板の如くした

のであるから乾板と同様
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な乱期を厚く塗布する奈が出米ゐ。フヰ Jレムの乳剤塗布は只

鷺板の乱舟l塗布の延長で而も屈撞i全長あゐから園の如く〈第

，一国〉容易に乾燥室にフヰルムを切断せ今に建り込める又乾

板の項に記した如くセ ルロイ ドの面の乳剤塗;{fj前の金繰作ぞ

'J 一度に行ふ機械もあるく第二園入

活動寝員~mのフヰ Jレムは全 7 ヰ Jレムの大部分を占めるもの

: -' -:c而も其の製造は殆んど全く米国の Eastmanによりて濁占せ

られて居る。映叢の製作が積んど米国である様に他の闘のフ

ヰルムはEastmanに比し其の性質が著しく劣ってゐる、普通

の活動寝具用のフヰルムは幅1.375inchで長さは普通400尺

及び 200尺である。

大なる撮影曾祉では製造曾祉に註丈する時に 1000尺位の

長さに して而も穴を明けないで註丈する。之は自分の合祉で

自分の底の機械に合ふ様に穴そ明ける(其の差は普通 1/5ωinch

jJ下ではあるが英国製、*困製、濁i島製は皆多少異ってゐる)機械で穴を明けて用ひる此の時出る小

孔ぞ打抜いたセルロイドは集めて之より銀を岡牧する映屯1二使用する銀の量は極めて大きいから此

め打ち抜きから出来るものと云へども馬鹿にならぬ量である。近.年アマチユア用活動寝莫が護遣し

て%:園 Eastmanの Cinekodak(16 mm・幅〉併，閣の Patheの Pathebaby (9 mm.幅)は可成り多量

に消費される此等にfJ:Jふる乱酬は普通のフヰJレムと異って反輔現像伝するのであるから肉乗りの相

訪よい ものでないと使間にすこえぬ ~athé baby の乳膏~O)如き粒子の極めて細かい而も窮度感光度の相

醤ある感嘆に値する優良な乳剤公用ひたるものもある恐らく冷乱費IJ法じよると思はれる。

(3) パリト総t

以下記す臭化銀紙・瞳臭化銀紙・盟化銀紙の全部及び其他の感光紙1)一部は皆此のバリト紙の上に

感光性乳静IJ;を塗布したものである。バリト紙に用ふる紙は色々種類があるが其の製造は甚1:面倒で

ある。それは若リ良跡の蟻乃至他の金属が混入すると乱剤の塗釘後その勤カ、ら臭化銀を還元して班

艶イ量生じ現像に雷って盆々其の班話が大となる恐れがある。之が弱め窮民用紙を製造する製紙機棋

は材料に接する部分を全部木質で包みを々金属の混入の恐れのない様じしなければならない、之が

露寝具工業の盛んな肱洲でも僅々 4-5の製造舎祉があるのみで本邦には全々此の種の製造曾祉がな

第 固
い嬬日本の印章紙製造舎枇は原科紙を全部外国力、ら I除入して居

る有様である 3

パリトの製造lま号々の様である。鞭酸で底哩しよく水洗した鋸

分を含まない硫酸バ9クムや遁蛍の水と腰叉はゼラチンと混合

し糊欣Eし之にクロム明馨ア Jレコホル、グリゼリン、フ才ルマ

リ L 等ぞ加へる之~ Zylinder-Farbmachineと云ふプラツシの多

〈附いたロールで糊状のバリトぞ紙にすり込むのであるが此の
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時製造する目的により赤味黄味乃至青味や染料で-色附けぞする。パリト，I'すり込ん古紙は一度乾燥

し叉再び元の機棋でその上にパリトを塗り込んで乾燥する、此の繰作は 5-6同繰返へす必要がある。

かくして最後にカレンダーにかけτ艶出し又は艶消しじする、パリト紙は此の様に可成り手数がか
おるが敵計l'Iで1ま原料紙は原料紙として別にパリト紙に仕上けたものぞも 費って居る比較的小規模の

舎祉は後者を買って直ちに字L酬を塗布する。

(4) 臭化銀紙

臭素紙 Bromideは以前は密着焼附用に問ひられたが今日では其の感光性が鳴い事を利用して殆ん

ど引伸し寝具lこのみ用ひられる。 臭素紙用の乱費111まProcessplate ¥こ似た性質を有して居るが又多少

異った艶もある。乾板の多くの揚合は Fogがある又無くしては分らぬグ臭素;j{は Fogがあっては

ならない印ち特性曲線の足は必す横綱hと交はらなくてはいりない、之は若し少しでも Fogがあると

成蚤の調子を著しく傷け|場明部か汚染されるからである。今一つの特異な鈷は乳轡!の居が極めて薄

いから密度が特に大である事そ必要とする。臭化銀紙と云っても常じ多少の盟化銀を混合しである

之は密度を出す震である。三大'に蓮べる瞳臭化銀紙も亦臭化銀と臨化銀から成り立って居るが此等の

閉じ明確な匝別はなく撃に感光度の差で最も速いものを Bromideと云ひガスラ fト紙と Bromideと

の中間の速さのものを特に Chloro-bromideと云って居る。此等の比較は困を参照され度い。(第四国〉

臭化銀紙の乱開塗布は盤臭化銀紙のそれと全
第 四 第

々同じであるから後挙に譲る。

(5) 盤臭化銀紙

臨臭化銀紙とは Chloro-bromideの事で濁乙

では乱野lの中の臭化銀の量を多くしτ盟化銀

;a少くし臭素紙と瓦wr光紙 (Gaslightp.¥per)との中間の速さのものを用ひて居るが其他の固では臭化
銀が少く臨化銀の多い忠光度の低いガスライト紙を専ら用ひて居る此鹿に云った臭化銀と臨化銀の

量の比は感光度を直披左右するものでなくて要は其の熟成度によるのである。ガスライト紙は現在

最も多く使mされて居る感光材:flである而して其の種類も亦極めて多い現在l世界市揚l二出て居る種
類は千を以て算へる棋である1tの製造法も可成り異って居るが多くは紙面のJ伏15卸ち学光津とか無

光揮等叉色相の相異 contr市 tの大小によるもので・根本的に性質の異ったものは殆んど無い。従って

製造者間又は使用者聞の印章帝民の撰擦が甚花撮密であって極く小さい快)J}jて・もあると忽ち使用きれ

なくなる例へば製造の揚合取故の不注意から来る手による汚染も其の度が暗室内で見分けられぬ位

でも現像ムラを生すされば駄目である色相も contrastも 100枚が 100枚共同様でないといけないし、

甚しい中には現像の時の像の現出が早や過ぎてもいーけないし壌溜めが何の|立利くとか貰に想像にも

つかない僅カ、な棋l!l}jを使用者は使い分けるのである。濁乙式のクロロプロ 7 '1ドのー島方を衣に記

す。
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7~ 250叫 (IlIHi車線 9.(;g 

ゼラチン 30.0 g B) * 20 c.c. 

A }臭素加里 12.0g アムモ=ア 20 c.c. 

沃度加盟 O勾 c f檎酸銀 9.0g 

盤化アムモュウム 1.0g l* 30 c.c. 

Bには 10%アムモニアぞ加へて初めに出来fこ黒色の沈澱が再ひ‘清澄するまで加へる。暗所で;A液

;a. 40'Cで溶解し之にB液を徐々に加ヘヨむ二 C液を加へる 40'-45'Cで 30-40分間保ち冷却後細断

し;次じ乾板の字L脅!の時と同様に水洗す。後 35'-40'C に溶解し約 9g. のゼラチンを遁加し0.1g.の

臭素加里(之は Fogの生じない様にする鴎である)0.1 g.の炭酸加里及びクロム明磐の10%液を 1C.<l 

加へ更に 50c.uの酒精を加へて全量を 600c.uとする。

叉ガスラ 4ト紙の島方・としては突の様なのがあるa

A J，旨40'Cで溶解し之i二B及びC;a.加へi直ちに冷却細断水洗後溶解し之に 0.2gの臭素加里0.5g

の拘樽酸、クロム明饗液 1c.uを加へJ1<;a.加へて全量を 500C.<lとする。以上二つの底方を比較すると

Chloro・bromideと Gaslight との匿別が明に分る。一般に盟化銀は現像により臭化銀よりのより密度

が高い従って少量で足りるから上記の島方を見ても銀の濃度は乾板乱剤に比較して小さい。

乳剤の塗布は臭素紙も
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第 五 固

10 0.0. 

1.2g 

金量

50 c.c. 

10.0 g 

盟素紙も同様で‘園の如き

装置を使ふ、setし7こ紙は

ペ Jレトによりそのま為乾

燥室には入る。

(6) 盟化銀紙

之は所調 PrintingOut 

Paperで日本では日光紙

が主に用ひられても一般

じは余り用ひられて居ないが外固では今向ほ可成り用ひられて居る。一般に P.o. P. ~11 ち Printing

Out Paperと云へば鶏卵紙、セロ 4デン紙、アリスト紙.白調色紙(日光紙)等を綿括するが日本では此

の中でセロ 4ヂン紙丈けが久しく用ひられてゐるのでセロ 4デン紙の事を P.O.P.と云って居る。

鶏卵紙 AlbuminPaperは最初に出来fこ食鞭祇 SaltedPa戸r¥二吠で費明せられたもので最初の完全

な聾化銀紙E云ふ事が出来る。此の食盟紙と云ふのは食盟と糊とぞ紙に塗布し使用じ嘗って硝酸銀

液に浸し紙の表面に盟化銀を作って用ひたものである。鶏卵紙は此の糊の代りに卵蛋白を用ひたも

ので感光作用其他の島理は皆食瞳紙-と同様である。一般に瞳化銀の黒獲を利用しでつくる印議は輩
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じ定着液で定着すれば安定であるが色が充分出ない事と霊像が沈むのでそのま込では用ひられない。

普通金属の4才ン化傾向を代用 して金鍍金又は白金鍍金4をする前者はセピヤ色後者は紫黒色となる

難卵紙の揚合も同様であって金鍍金をする。此の紙は日本では寝具の極めて初l開明治35年頃までは

盛んに使用されたが今では日本でも外園でも殆んど用ひられなくなった併 し其の方法が極めて原始

的であるじも閥ら歩耐久力が非常に大で今日所々で見かける明治初!自の窮民で慶色して居ないもの

は大抵 P.O.P.に非i>しτ此の鶏卵紙である 3
セロ 4ヂン紙 P.O.P. は盟化銀のコロヂ才ン乱費IJをバリ F紙に塗ったもので本邦ではガス手 4ト

及びプロ-v-1ド紙が近年一般に用ひられる様lこなる迄は寝具は殆んど之にのみ焼き附けkものであ

ゐ3 濁乙及例蘭西では今f三にセロイデン紙なる名の下に可成り盛に使用されてゐる。

その製造属方は一寸と珍らしし、ものであるから一例を載ける 3

j拘機滋 5g 

c アPレコホ Jレ 40 c.c. 

lグ Pセりン 6 c.c. 

15 c.nのAt.e 350 c.nの3%コロヂ才ンと混合し日光をさへぎってB液の 60c.nぞコロデ才ン液

を時々振置しつつ少し宛加へ之に Cの 50c.n及びエーテル 50c.nを加へ全部を24時間静置しバリト

紙iこ塗布する。セロイヂン紙の塗布は機械全部に蓋がしであってコロヂ才ンぞ温めて溶剤を問牧す
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22g 

30 c.c. 

60仏&

る黒白が異って居るa

ヂリスト紙iま英闘戎び米国で可成り用ひられて居る紙で鞭化銀のゼラチン乳剤令パリト紙に塗布

したものである 3 其の取扱はセロ 4ヂン紙と全く同様であるが只アリスト紙はセロ 4ヂン紙より盤

敗し易い扶艶があるからR'l'裁に注意する必要がある乱脅!の属方には次の様なのがある。
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15 g 

100 c.c. 

15 g 

50 c.c. 

B とCを混合し然る後 A そ加へる之に 180c.巳のアルコホルと 120c.nの水とを加へ更に 0.5g

のクロム明馨を加へてパリト紙じ塗布する此の紙は二つの用法がある s一つは現像紙として使用す

る方法で他の一つはアリスト紙としてセロイヂン紙を同様に扱へばよいが現像紙としては露出を遁

かに少くした上に次の液で現像をして定着水洗をプロマ4ド紙と同様にすればよいの

100 c.c. 

4g 

氷麟酸 100 C.c. 

使用には50倍の水で稀縛して用ひる。

B光紙 自調色紙の事を a 光紙と云ふのは日光で焼いτ定着すればよいので此の名がある。盟f~

銀のコロデ才 ν叉はゼラチン紙に後め鍍金用の盟化金を混合して有し塗布あるので日光で嬢ぎつけ

ると直接安定な金のセピヤ色の像が表れ定着令すればそれでt完戒するものである非常に便利な紙で
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あるが色相が余りよくない。只便利と云ふ匙から初歩の寝鼻家に用ひられるが値段は金曜を含んで

ゐるので相宮高慣である。

(7) 其他の感光紙

筑身lぞ用ひる其他の感光紙にはカーポンチフシユがある此の方法は最後に出来上る印章紙上には

全々色素とゼラずンとしか無いので耐久性が非常に大である。

此の紙は使用に方って重クロム酸加里で感光性を奥へるが製造には色素のゼラチン乳剤を下引き

せるクラフト紙上に塗布しである庭方の一例を示せば

!水ぜラチン
童話用石鹸 12 g 

400 c.c. 

120 g 

Rま糖

色素〈テムペラチュープ〉

20 g 

20g 

以上で乱罪rJの大躍は終ったのであるが此の外アラピヤゴム、

があるが極めて婦にしか則ひられないので略す事とする 3

デキストリン等の乳剤ぞ用ひるもの

終りに乳膏IJに閉すゐ 2-30)挿話を述べ了こい。

臭化銀の乱費IJのゼラチンが寝昼間の特製のものでなくてはならないと云ふのは異物の混入(例へ

ば消毒川の亜硫』喰醸の混入〉、 SettingPoint 0)高い事郎ち一度加熱した後も SettingPoirt，の蝕り下ら

ない匙及びイラチンの加熱による分解度が丁度よい等i二原因するものであるが、市販の普通ゼラチ

ンを混mすると出来fこ乱費IJi立感光度は除り落ちないで階調の極めてよい利かいネガチプイヒ得られる。
最近臣MI'Iでは感光庄の極めて高U、乾板を谷製造令市土が競走で賀り出して居るが此等はアル力リを

用ひない冷乱剤法によるものが多い又我闘でも 2ー3の冷乱剤の特許があるが其等の記載そ見ても可

成感光度の大なるものが出来る.各閣の乱脅l法は先づ沸騰法に初まりアムモニア法に移り今や冷乳

剤i去に至らんとして居る絡来此の優良な方法が護見されるであらう。

英国の llford曾祉では最近 H&D2000度と云ふ極めて感光度の高い乾板を出した併し此の 2000度

と云ふのは特殊の人工光線に針して云ったので普通の規格では 700度である、それにしても今まで

夢にも思lまれなかった極めて速い乾板が出来たものであらが之は普通の乾板を Hypersensitising又は

Ultra'ensitisingと云ふ操作をしにものである前者は全色乾板をアムモニアとアルコホルの液に浸し極

めて迅速に乾かしたもので後者はアムモ ニア性硝酸銀波に浸して同じく急、速に乾燥したものである

併し此等の乾板は耐久性が著しく小である事は快貼とする所である(完)

油脂の乾燥に関する近年の仮説明二)

早大工.撃てt: 山 口 柴

Auerのi自説(績) 前潟諸種のグルの相異lWjを究むるは興味ある事なるが先づ(薄居〉塗布膜につき

考察せん。エマ Jレソイドは空気との接楠而に於τ薄皮ぞ生-t.ゐ傾向あり、例へば蛋白質、ぺプトン、
二三の色素等の溶液、パールの金属ゾJレの如し。此事富は、一般に分散相の波面に於ける正吸着に

基くものと信ぜらゐ。 Langmuirはi由酸一一水のゾルに就き液稲に吸苦し来れる分散相ci出酸〕の液面
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i二於る憤散歴を測定せり。

液面i二於る分散相の正吸着に突で分散相は凝闘す、郎波面i二於る分散相の増加及び韻散歴は分散

度を減少せしめ大なる架合位子を形成せしむ。而も此際相連続せるミセ Jレを形成しグル郎薄皮を成

すなり。之に件ひて溶解度費化し其他の諸性質ifJ;獲すちるに至る a此盤化は必すさしも化撃的盤化の結

果に非歩して‘軍に莱合服態Cり愛輔に因るものとなす令得ペし3

以上は薄皮形成に開し、一般に信せ'らるる説明なるが余 (Auer)は此際気韓(-般には大気)の作

用するものとなす。印液誼は綿て其波面に於て多少の気腫ぞ吸着するものじして、液面に於る分散

相の培加、其架合肱態の愛韓は吸着気韓に基くなり。之気韓凝固説と命名せる所以なり。

「気韓凝固J¥二於て吸着気障の濃度に最少限度の存すべき事は恰もサスペンソ 4ドの電解質凝固に

於て電解質の濃度に最少限界存するが如し。而して此限界を超ゆる時始めて凝固す。印ら其作用に

より分散位子の荷電は減じ従ひて集位す 3 同時に気韓lま凝集位子に吸着せらる。又加熱により間膜生

成の促進せらるるは分散位子の運動激しくなる潟、気憧位子との接燭度数増大するl二因る。

此に注意すぺきはヱマルソイドに於ては Henryの定律の成立せざる揚合ある事なり3 印ち高座に

於る吸着量は低歴に於るよりも必今しも大なら歩、叉低温に於る吸着量は高温に於るよりも必歩し

も大なら歩、此故に高温低歴i二於てial脂の気瞳接聞は促進せらるおことは怪むに足らすき。

要之G寧唐)塗布膜の乾燥に於ては一方に於て塗布せられたるi由脂(イソコロ 4ド)の内部及び表面

に於る分散相の増加と共i二他方に於て溶媒和脆却及び放電の固たるぺき気曹の作用ぞ必要とす。

ヨえにスタンドi由に於ゐ調ft(Eindickung)、桐ifBに於る腰化 (Gallertbildung)等に於ても分散相の増

加、及び気瞳の作用あるを認む。所謂l次込i由に於て気瞳の作用せるは明なり占又空気を遮断して加熱

せる揚合の腰化も油脂中に溶解(吸着〉せられて存する微量の気彊の作用なり。 Normannは桐i由佳熔

封管中に全く空気を遮新して加熱せるに腰化するそ認めたるが此際i由居内に気泡上昇し、且つ腰化

後も此中に気泡の残存する旨ぞ述べたり。此気泡は賓に腹・化の因をなせるものとす。 Schapringerは

空気の現存に於て桐油を加熱せる際沃素!買の遁減するを観、 Fahrion は石油エーテノレ不溶性の物質

〈酸化酸〉の生成及び増加を観fこるが此等の盤化は輩に来合航想の襲轄に基くものiこして油脂本腫の

化撃的襲化に蹄ずるぞ必要とせ歩。斯くの如〈間膜生成に於けると同じく、調化又は濃化に於ても気

惜の作用に基くものなるが後者に於ては作用の程度少きものなり。

Auer説の貰験的基礎は亜麻仁油族油脂の蟻酸島理による凝集相の生成、 減墜に於る油膜の乾燥、

並びに此場合に於る重量曲線と大気歴に於る重量曲線と殆同ーなること等i二存す。

余は矢島宇三郎氏と共i二炭酸瓦斯気中に於て;){-1 )レi由塗布膜の乾燥曲線を試験し猶減座下に於て

も之金探求せんとしつつあり。此結果は次誠に於て報告し.且つ Auer説の寅験的基礎を精査せんと

す。猫一言附記せんに.蟻酸塩理に閲しては己に矢島氏を煩して貰験を試みたるがA.Eibnerの結

果と同じく、 Auerの報告を肯定し難き結果を得たり。(未完)
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早稲田藤用化皐曾記事

。理ヱ皐部創立20週年紀念大曾準備蚤員曾。

理工撃部創立20週年祭に謝する準備委員合た再三

開催して活感用化撃f-1・重立案に於ても~室た開放し

て盛大に行ふことに決 L賞用の一部11早稲田隈用

化事合役員の承諾た得て同曾より支出す"d事lこ決

定す、際問化筆致室として11準備委員と Lて下認の

人々 lこ委吸する事となれリ。

準備委員 山口、山本先生

庶務係 宇野(3年〉石聞く2年〉緩弁(l年〉

合計係 鈴木く3年〉清水(2年〉

接待係 鼠悶(3年〉熊谷(2年〉松岡(U手〉

袋飾係 尾藤く3年〉奥悶(2年〉紳原(1年〉

標本係、 高萩(3平〉秋山(31f.)矢島(3年〉牧く3

年〉

其f也各先生夫々分捻~定められて夫々撃.1三令指準;

ぜられて各室の準備に蛍られれり。

O理工畢部創立20週~範念曾認事

10月14目、理工事部創立涌20週年紀念祭第一H。

午前89寺よリ10J寺迄理ヱ撃部内た来賓の縦覧1:供d

リ。本数室11順践の関係上終リの方に扇dるt:め、10

I痔迄に来られれる来賓に非常に少なかリしが全員紀

念式lこ出席するt:め10時1:設室た閉鎖d リ。
10時牟より大講堂に於て紀念式売I:>~行す。筒舎者堤

滋授の開舎の辞に始まリ国歌合唱後理工撃部長山本

忠奥氏の式苦手又総長高田早苗氏の扶拶わリ、理事問中

徳後氏l工大撃各高陸部た代表して統静た逃ぺらろ。前畿

道大臣井上匡四耳B子宮守l:t*安売p代表 Lて奨励の御言

葉た賜l:tる。叡授徳永霊康氏l:t次いで起って「理工件

創立以来の功努者這憶」と題して、数授諸氏の醤闘えp

S射し就中今l:t放人となられれ迎工科創設の恩人竹内

明太郎氏、悠朋化墜科創立の功労者男箆森村市左衛門

氏再~I理工科長坂田良一氏、旗手干長図版祭氏号事の功績た

{思ぴ全員喜重lんで此の悶放人に濁して獄鵡や献げて感

耐の意た表し皮いと述べられ、一同起立して獄鵡、最

後1:校歌た合唱して式た終る。

零時よリ大限合舘庭園に於て周遊曾た開吾、模擬庖

1こてl:t来号室、数授、校友、*生、共に相寛いで食事た共

4こす。面白い余興も津山わって和銀霧々れる中lこ閉含

言葉〕

す。ー方裁室に於て(:t午後3時頃よリ蒋ぴ開放して来

賓の縦覧に供dリ。

10月15日第2日

午前9a寺より午後5時牟頃まで談室た開放してー艇

の縦覧にfll:~リ。一方戸塚球場に於て代理工事部野球

大舎か開〈。午前10時各科チーム入場、部長山本博士

の挨拶及始球式r:開始さる。残念ながら我が感化チー
ム11最初のー較に破れれ。

10月16日第3日

午前9時より午後 48à'学頃迄凋放。順路1"，~盛夏ぜる

t:め縦覧者多重宝に主主る。

10月17日第4日

最終日すよりしt:め午前9時よリ午後6時半過迄開放。

祭日すよれば縦覧者最多般に及ベリ。

午後1時より大鵠堂に於て詑念講演と映窃の含た関

飽す。我が科よりは小林先生が出られ「火」と題して講

演さる c本裁室に陳列縦覧に供ぜるものl工大H失の如

くである。

第一室。元素分析、限外顕微鏡装置、熱天秤。

第二室。定性分析及定量分析器具、 弐l野分析装置、

ilfi俗化撃貧験。石険、花火の製造工程害容。

第三室。アルミ=ウム、セメシト、石綿板.石炭融

樹脂〈ベークライト〉、ポロパス(有機性ガラス〉、陸軍

科書堅研究所出品。

第四室。人遜肥料、 高度漂白粉、経弗化物、普主義灰、

合成堕陵、硫殴類、耐百通銀、耐火煉瓦、裕子類、鉛筆及ク

レーヨン、サ Pチル酸類、染料及染色見本、鴻水剤、

石油及アス 7アルト、木材乾溜製品、建築用紙ヱ品、綿

火薬類。

第五室。第三準年卒業論文笈験袋置。

第六室。電気化撃に闘する貫験.密電池、電解製品。

第七室。砂縮減粉及醗酵に闘する研究。

第八室。石油の合成、水素イオン浪皮のf百以測JlI山則11)定、アス

フア』ルレトの針入度普計f、百主役白土及実際用品。

第九室。物理化事笈験装置。

第十室。言建設、香料、赤外線潟民、三色印刷品、印

霊紙及乾板、証多様、澱紛、ピ-)レ原科及製品、ソセメ

ントli醤油、燐寸、塗料、石鹸等。

第十一室。パルプ叉ぴ紙、人造絹糸、人誌を羊毛、セル

ロイ人泊脂、主食料、樹脂に闘する貧験、物理化奇襲貧
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験。階 t廊下、議謀、耐磁合金、染料見本。

理工事部20濁年記念展覧舎に際し本数室に隊列の

矯め御lflJl，下されれ諸曾枇lt下詑の如〈御好意た厚

〈感謝す、街滋談室へ御苦手日首相成り?こる隊列品lt永C

本薮室に保帯して毅授上の参考1:供すぺ〈此庭に謹

んで其御好意、た深謝するものなり。

浅井石鹸底、獲量屋花火製造所、吉村事務局、浅野セメシ

ト株式合通士、悶スレート部、陵軍科撃研究所、三共株

式曾批ペークライト部、古河電気工業株式曾祉アル

ミ=ュウム部、内園染料薬品製造所、東京硫酸紘式舎

量士、森永製薬曾註岡町工場、陸軍造兵廠火工廠、日本

染料製造株式曾社、東京電気株式含社、旭:錦子株式

合社、日本酷磁製造株式合最士、三甲製薬合福士、Pト倉石

油株式合祉、^!!'，/ダード石油株式合剥:、大日本鈎

筆株式含位、日本電線株式曾位、河合商合、桑津ゴム

工業所、第一ゴム製造所、亀戸ゴム製作所、大日本ピ

ール株式合祉、オリエンタル潟if(.株式曾1社、第一グ

ラピヤ印刷徐式含量士、大日本人道肥料株式含量士、旭

定化工業株式含枇、帝国ビール株式含祉、日本皮革

株式舎社、合同泊目旨グリセ Pン株式合枇、東京 EC

工業株式曾社、日本ペイント製諮株式舎祉、不二塗

料株式曾社、樺太工業株式合最1:、理化皐研究所〈阪

国良臣氏〉、東京ゴム株式合最士、東京ゴム工業株式

含社、日本建築紙工株式含枇.日本石油株式含祉、

大和ゴム製作所、明治ゴム製造所、大日本自軍事車検

式合祉ゴム工場、王子製紙株式曾位、高砂香料株式

合員士、中井商底、日本蓄電池株式曾量士、電気化撃工業

株式含紅、 以上〈町紋k和杭jJll略笹

御苦寄子贈に就て絡に一方すなよらさ.る斡旋の哲労子穴たP執られ

し方々並 lに:2'卒与業生各f位主の?芳f名犬かP銭して護んで深甚な

る訪謝f意込か，表す。

三角愛三氏、厚木WH雲氏、伊東良興氏、佐々木繍太
郎氏、宮lJJ~敏氏、高橋本枝氏、持田由孝氏.藤田政

輔氏、庄司務氏、永井武一氏、板津直純氏、知少佐

殿、山村中佐殿、国分太尉殿、久松中尉殿、)l!上霧

氏、伊達貞治氏、早川方頁氏、安田又一氏、堀内利

器氏、鎌田繍霧治氏、波悶5畳一氏、河合勇氏。民序

不同〉。

石田武敏氏、高山者保介氏、竹内祭次氏、久賀菱郎

氏、山i幸松男氏、警官官軍IJ光氏、協銀次耶氏、稲田勇

太郎氏、石川安康氏、原建一氏、長谷典氏、阪国良

臣氏、肝付書長英氏、美馬勲氏、水野敏行氏、星野牛

平氏、大西義之助氏、小川政得氏、小野田倫一氏、

奥川敏蔵氏、田中民夫氏、中堅l'栄氏、村本段四郎

鍛

氏、増田伍郎氏、佐野麓二郎氏、阪田誠氏、佐野英

氏、七弁永議氏、内山保言語氏、海野E景正氏、荒木一

郎氏、三井筒宏、氏、元木秀一氏 以上

10月24日午後3a寺より高岡牧舎に於て我が磨、用化事ー

科の理工撃部大一舎慰勢舎か開催l1:。先づ山本〈研〉・

幹事の閲舎の苦手に次で主催者数室。即j佐代表して小林

設授の本大舎に我が感用化事科としても濠想外の大

成功か牧めt:o旨の御挨拶があつれ。それよりビール

舎枇寄贈のピールた傾げて愉快に談笑程 1:大曾中の

思[)¥出話た交L、最後に脇引きに移リ、晩饗1ee喫して

散含しれの1t5時過であつれ。盛舎であつれ。此慰労

合開催に際して数室諸先生並に三角先生より多分の

御芳志、あリれることか感謝す。出席者次のまnL。

小林、富井、小栗.武宮、山内、井上、山口、山本、一

務先生。元木、無援、岸田、諸氏。撃生3年12名。 2年

4名。 1年 8名。

11月9目。本曾曾報第8放出来。庶務ょリ配布、後

送す。

12月14日。迎工事合名活出来。庶務より配布、伝送

す。

2月8目。第一墜年生、4、倉俊夫君へ火事見舞金た

賠曇す。

藤用化畢科敬室消息

前械に報告しれろが如〈2Z毅室の松井先生に!工去

9月理工事部毅授の戦た岱され講師として就任ぜられ

る事とすよリれれば多年先生の懇切熱，C、なる数授指導

ら受げれる卒業生艶に設室御j主催となリ先生le中aひ

としてータの懇談合た11月26日、四谷三河屋にて開催

す、山本氏の関舎の針わリて小林先生l:t今迄我歓室の

矯め終始護カぜられたる事た一向1:代りて感謝ぜら

れ卒業生ら代表 Lて大間氏の~ZIJの跡あリて後松井

先生よりは今後共(:協力してffl讃すべき旨の御挨拶

わリて夫れより高木、波遺言者氏の懐醤談わリて一周歎

た重量して散曾ぜリ。蛍日の出席者l工、松井先生、小林、

富井、小栗、武官‘山内、山口、山本〈研〉、井上、藤木、

波田言者先生、卒業生側、竹内、稲田、阪問、原、美潟、

石川〈三〉、藤本、星野、大西、中野(幾〉、問中、岸、奥

}Il、波退く秀〉、高木〈夕日、阪田〈誠〉、・林くi告).佐野〈官l)、

酒巻、七井、浅井、内山、>ii:木(ー・〉、村上、増淵、花ー

村、海野、高木〈暢〉諸氏、計約名なリ。

筒蛍日の曾計報告lt下の如L。

~!C入の琢 蛍日舎設ー… ......・・・ ・・・・152.00

支出の部 三河屋椀… …....・…・…117.17
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女中必付・・ …・・・ ・…・・・..10 CO 

遜信貴・・H ・H ・..........・・・・・・・・3.50

組念品代・・・…… ・・・…・・ 20.25

剰録(際用化事舎へ寄附〉・・1.08

塗51残金 無し

術松井先生への紀念品(置時計〉た早稲田康用化墜

科卒業生有志、の名lこよリ贈曇しれるに鈴し松井先生

より灯重なる感謝状た寄d られれれば此慮に附言す。

(嘗日幹事、山内、山本誌〉

昭和3年10月、'1、林畿授及山本助主主授は引績告文部
省より自然科書き奨励賞の交附た受げ?こり、研究題目次

の如し。

水素と一般化炭素より常陸に於て石油

の合成

工事博士小林久平氏

ヱ肇士山本研一氏

昭和4年2月22目、富井数授、小林書士授、山本WJ設

授は帝国撃士院より研究補助費交附の旨滋表わりに

り、研究題目次の如し。

鉛蓄電池の自己放電誼lこ硫酸化にiA'る

容量の減退防止と理論

工事士宮井六治氏

敵性白土の理論化事民研究

ヱ脅さ博士小林久平氏

工事士山本研一氏

住所鐙夏

昭和3年11月曾長名務作製後下記曾員の住所移動の

遜知あリt:れIf下記の知〈訂正常とされん事た望む。

卒業生の部

生田誠治氏〈第2同〉字潟市四区上町 2

吉田 儀氏〈同〉紳奈川県菜園府津町1349

山本泰司氏く同〉 横漬市市中奈川区青木町3583

長村盟治氏〈同〉反対米吉と改名住所後前週

遠藤多嘉雄氏〈第3岡〉 凶谷広北伊賀町29

小野田倫一氏(第4岡〉 樺太工業株式曾l祉阪本工場

住所熊本l務八代郡阪本、同

社々宅

長谷川著書温氏〈問〉 市外杉並町馬橋366(勤務先

従前週〉

奥川敏綴氏く同〉榊奈川県革川崎市池田町 153

〈勤務先後前遜〉

波溢 透氏〈 同〉市外中野町雑色565(同》

従前遜〉

高木タト次氏〈同〉 市外中目黒756(勤務先従前

竹中誠二氏〈同〉市外溢谷アパートメシト10

務館55香〈同〉

宮下邦三郎氏〈同〉 市中戸市西須麿東北野中24

波主毒 素氏(第5同〉 静岡県革駿東郡長泉村竹原大

沼康人方〈勤務先従前泡〉

小倉正照氏〈同 〉市外背山織田29(同〉

河内春雄氏〈同〉 名古屋市南区波寄町20C同〉

川 津奥仁氏〈同〉 路間燦三池町懸立三池中事

佼

佐野 英氏〈悶〉赤坂匝青山高樹町 1(叉11.)

紳奈川勝中部秦野町〈向〉

天野友彦氏〈同〉勤務先、中野酢底、住所、

愛知懸牟岡町姻崎66

程原 享氏く第6向〉 牛込底早稲田鶴巻・町298

浅居千賀氏〈同〉勤務先、塩化惨研究所池田

研究室と改む、住所後部H邑
努記長繁雄氏く同〉 札幌市北間後東5丁目 373-

く勤務先従前祖〉

問屋文彦氏〈 同) 11豊島市大手町8-77杉岡方、

(悶〉

岡本忠夫氏(第7同) 新潟県革、柏崎町大久保(同〉

榊谷呑一氏〈第8同〉西宮市榊築町30(向)

高宮 修氏〈同〉大阪府三島郡高槻、ヱ兵第

PS大隊第二中隊幹部候補生

深谷孝一氏〈悶〉 江崎孝一氏と改姓

有竹四郎氏〈同〕 勤務先、東京府商工奨励館

元木秀一氏〈同〉 和歌山県芸海草郡加太町深山

重砲兵聯隊第二中隊第四権

幹部候補生

石田武敏君(第1同〉牛込匹甲真向19

撃生の部

二宮直 喜氏(第二撃年〉 市外落合何T上落合433住

E主要を蔵氏方

前筑波行後賞数室叉11早稲田臆用化撃曾宛

次記の雑誌乃至研究報交の寄贈わリ?こり、

此底に厚く其御好意の程た感謝す。

但し〈昭和3年10月よリ昭和4年2月末日〉



40 雑 鎌

東京工業試験所報告 第23岡 No.6-11 東京工業試験所

大阪工業試験所報告 第9同 No.6-10 大阪工業試験所

阪紳塗料製澄技術員怨談合報告第5同 塗工之魁註

東京帝岡大$工事部紀要 第17冊 No. 11--17;第18冊 No.1 東京帝園大事工事部

九州帝園大塵工事嚢報 第3巻 No. 4-6 }.え目次 九州帝国大撃

工業化準雑誌 第31編 No. 10-12;第32編 No. 1-2 工業化撃曾

工業要録 第4巻 No. 10-12;第5巻 No.l 工業要録費行所

日本化墜工業新聞 第四年 No.19-26;第四年 No.1-5 同社

11:皐工業時報 第 1念 No. 5- 11;第 2巻 No.1-6 開示士

日本農義化豊島曾誌 第 4~ No. 8-12;第5谷 No.1 日本農義化撃曾

農事研究 第12~き 大原農業研究所

理化事研究所棄報 第 7腕 No.10-12及昭和3年理化筆研究所案内ー部;第8巻 1-2問所

織縫素工業 第 4谷 No.9-12;第 5!f号 No.1--2 繊維素偽曾

石油時報 昭和3年 N.o1仏ー12;4年 No.1-2 同社

顔料塗料印，刷インキ 第 2~き No.9-12; 第 3~き No.1-2 同協舎

No.206-210 同社染料塗料ヱ業薬品新報

小川香料時報

商工省燃料研究所報告

砲詰時報

第2怨 No.6-9

No.6 

小川香料宿

問所

日立評論

早苗曾時報

平稲田電気工墜舎雑誌

第7谷 No.11-12;第8巻 No.1-2 同社

第11巻 No.10-12;第四巻 No.1-2 同社

昭和3年第9務 早苗曾

第10巻第q虎 同舎

早稲田建築撃報 第4-'手第6娩 同曾

同曾早稲田機友曾雑誌 第2披

薬事雑誌 第48巻第10務 日本鶏墜曾

東京に於げる賞金属検定事業

型銭二十二娩

府立東京商工奨励鈴

横河電気製作所

染料と薬品

第十六重量湾糖業統計

潟ift科皐 第10城

日本染料製造株式曾枇

釜湾総督府蜂産局特産係

大阪市南区潟~科撃曾

化事工業資料 第 1巻第4筑 紫工曾

合密舎々幸星 第20城 北海道帝大農準認農業化筆談室内同曾

本邦染科工業の確立が吾染織工業lこ奥ふる刻盆 日本染料製造検式舎枇

中央試験所報告 第13斡 滞緩中央試験所

大阪市立工業研究所報告第5岡 大阪市北巨大阪市立工業研究所

ケミカルタイムス No.1-2 同社

東京高等工業撃校事報 No.9 東京高等工業事校

皐燈 丸善

Maruzen's Annouu田meut 同上

The Precipitation of Gold & Silver from their Dilute Solution， By Mataichi Yasude 
The Estimation of Gold & Silver in Sea Water. By M. Yasuda 

(1) Seifensieder.Zeitung Jahrg. 55. Nr. 37-52; 

〈立) 'The Journal of the Chemical Industry.仁Russia)Tom. V. No・19-20

安田氏寄贈

同上
Jahrg・56，Nr. 1--6 

(III) Journal of the Franklin Institute 1928年Sept.一一Dec. 1929年 Jan.
(N) The Laboratory Vol. 1， No. 4-5; Vol. 2， No. 1 
くV) Annali di Chimica Applicata Vol. 18， No. 8-ー12
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喜定債四拾銭|襲告愛
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昭和 4年 4月 8日費行
編樹祭 早稲田大祭壇工争部 武 富 昇
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接行所 主主主義議院霊長室青 早稲田鹿用化事曾
電話牛込 513く服用化筆談室呼出しのこと〉 援嘗ロ窟東京 62921醤
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盆
々
新
術
語
、
新
名
抑
制
を
生
ず
る
傾
向
に
あ
る
。
而
も
こ
の
新
生
せ

る
術
語
は
皆

漸
進
の
途
上
に
あ
る
斯
界
の
活
指
針
に
外
な
ら
ぬ
。
故
に
技
術
者
は
勿
論
、
之
が

関
係
者
は
電
気
用
術
認
の
知
識
を
絶
封
に
必
要
と
す
る
時
世
で
あ
る
。
本
書
は
此

必
要
に
熔
じ
術
語
の
網
羅
、
解
説
の
平
明
、
捜
索
の
容
易
を
主
眼
と
し
、
且
つ
全

術
語
を
欧
邦
三
ケ
園
語
に
封
謬
せ
る
本
邦
唯
一
の
良
鮮
血
〈
で
あ
る
。
濁
り
電
気
関

係
者
の
み
な
yb

ず
、
工
業
に
士
山
す
人
士
、
一
般
工
業
家
に
本
書
を
薦
む
。

部版出準大岡裕早 京 東

込牛

三二一一京東軍事援

喬五四三込牛話電



朝

比

奈

泰

彦

閲

中

橋

末

吉

中

尾

高

三

校

塚

本

越

夫

共

編

合
瞳
溶
融
結
表

本
書
は
有

機
化
事
の
最
新
技
術
を
向

上
さ

ELL-ト
U
M
J
U
l
i
l
y
-
h
M
U
l
l
-
-
N川
I
B
I
l
l
-
-

せ
る
ニ
之
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
著

者

新

制

壁

一

同

宣

ハ
間

Z
償
金
玉
圃

送
料
(
出
銭

思

多
年
の
努
力
と
研
究

と
ま

章
.
節
を

追

ふ

本

書

は
著
者
等
が
多
年
経
験
也
ろ
所
に
従
え
従
来
の
も
の
に
比
し
数
倍
ぜ
る
必
要
緊
切
な
る
有

t

-

機
化
合
飽
五
千
五
百
有
銭
種
た
有
名
な
る
成
香
よ
リ
収
録
し、
之
ら
夫
等
の
溶
融
織
の
順
序
に
排

て
書
中
に
金
玉
の
文

字
を
な
し
て
居

る

列

し、

業
分
手
式
或
は
構
造
式
た
配
L
巻
末
日
同
名
の
索
引
や
付
ぜ
る
が
放
に
歪
傑
必
備
の
頁
審

理
、
工
、

農

、
墜

等
各
種
化
串
関

係
の
皐

一
な
り
と
す

{
i
li
-
-j
i
l
i
-
-i
i
j
j

生

‘

化
事
工

業
の
技
術

者
は
と
り
て

は
唯

一
陣

階

陣
社

l
子
供
l
l
協
同
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
f
iは
な

い

。

一

日

本

薬

草

及

有

毒

植

物

訪

問

一

新
刊

E
F開
鯉
品
群
糊
制
御
酒
十
域
担
認
十
頁

本
書
に
較
す
ろ
慮
の
要
領
か
摘
記
す
れ
ば

-、

主
要
な
る
民
間
楽
用
植
物
及
有
毒
植
物
の
形
態

数
周
一-‘

有
数
成
分
の
所
在
及
理
化
墜
的
性
状
ハ
繕
造
式
共
)

三
、
中
毒
症
紋
剖
検
及
療
法

閥、

有
数
成
分
及
薬
物
に
闘
す
る
内
外
務
撃
者
の
薬
物
園
学
的
研
究
抄
銭
、

以
上
の
如
く
に
し
℃
留曲学
‘
襲
撃
、
敏
感
盤

4.生
物
化
墜

4.農
事
、
及
斎
串
鹿
島
a

研
究
者
諸
氏
に
野

し
て
有
銭
な
る
参
考
書
と
な
リ
、
叉
特
に
多
数
の
文
献
た
腕
銭
し
れ
れ
ば
諸
積
事
項
の
検
索
及
調

査
に
蛍
リ
多
大
の
仮
剃
た
奥
ふ
ろ
も
の
な
リ。

新

刊

護

費

薬
拳
博
士
近
藤
平
三
郎
序

薬
皐
博
士
山
口
誠
太
郎
著 ， ， 
内
容
見
本
贈
墨

E聖司
量孟盟
全
一
珊

備
抑
り
肝
臓

正
償
金
入
国
主
汀T
『内
地
金
廿

四

銭

主
f
F領
土
金
六
十
五
銭

見

よ

抱

一、

賞
用
が
目
的

二
、
あ
ら
ゆ
る
貰
臓
の
記
載

三
、
九
百
餓
の
賓
蹴
例

四、

邦
語
に
て
な
る

類
審
中
の
暗
矢

五
、
化
製
技
術
家
の
指
針

六
.
墜
生
諸
氏
の
賓
典

賓
庫
は
今
聞
か
れ
た 負

〔
日
本
築
報
紙
の
批
評
〕

本
警
は
複
雑
多
様
な
合
成
化
墜
の
要
領
を
系
統
的
に
整
理
し

に
も
の
で
あ
り
殊
に
多
年
新
撃
の
研
究
に
苦
持
せ
ら
れ
た
著
者
濁
特
の
臨
験
に
基
く
注

意
が
到
る
島
に
加
味
せ
ら
れ
た
る
貼
に
於
て
一

居

ω親
し
み
ぞ
禁
じ
得
ぬ
:
:
・
本
書
ぞ

遁
常
に
活
用
す
れ
ば
普
通
合
成
反
感
の
指
針
と
し
て
新
築
の
合
成
等
仁
従
事
せ
ら
る

ゐ

人
々
の
好
伴
侶
た
る
を
得
べ
く
叉
既
に
漣
べ
た
る
が
如
く
本
舎
に
記
載
さ
る

ゐ
一
0
0

0
の
資
験
例
は
約
千
種
の
主
要
な
る
有
機
化
合
物
合
成
の
底
方
で
あ
っ
て
合
成
化
製
の

質
管
丸
信
感
ぶ
副
学
生
は
巻
尾
の

T
仏
国
同
を
引
て
直
に
具
髄
的
貰
験
方
法
を
知
り
得
る
と
同

時
仁
本
女
房
-
参
照
し
て
其
の
反
踏
の
佐
賀
近
似
反
感
等
や
徹
底
的
に
理
解
し
得
る
の
で

あ
ら
う
:
:
:
と
も
あ
れ
研
究
の
普
及
は
其
園
語
じ
よ
る
良
書
の
出
墳
が
念
務
で
あ
り
.

我
が
化
墜
工
業
の
進
歩
輩
建
の
鏡
本
書
の
如
き
著
蓮
が
陸
績
と
し
て
出
版
せ
ら
れ
hu
事

。ぞ
祈
っ
て
止
ま
ぬ
共
第
で
あ
る
。

東

京

帝

国

大
事
助
政
授

近緒
藤方

時
共
著

-Z

目

密
接
博
士

努

事

士

好
評
第
一

版

拳

寅

験

法

会
一
冊
・

菊
列
本
綴
紙
鍛
五
百
八
十
頁
椅
刈
副
斗
百
五
十
品開
園

正
償
金
穴
圃

送
料

内

地
金
拾
八
銭
領
土
金
五
拾
五
銭

本
書
代
著
者
が
初
事
者
の
化
事
寅
験
上
困
鱗
に
蜘
到
し
精
細
に
理
解
ら
持
て
執
筆
ぜ

る
も
の
で
あ

る
か
ら
化
祭
研
究
申
化
盤
工
業
の
従
事
者
は
勿
論
密
閉
牢
研
究
の
参
考
と
な
る
慮
も
多
大
で
あ
る

と
信
ず
る
。 化
薬
事
博
士

襲
撃
博
士

端
需
墜

士

京東
部京
鋸市掻市
替上替本
大京東郷
阪区京区

ー寺ー春
ー町 木
車通四日Ir
。御品三
車池'也丁
番南番目

南

江

堂

書

底

南
江
堂
京
都
支
底

後
行
所
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許

グ-l)

八
V
特
徴
「
グ
ラ
ジ
ン
し

ρ

工
皐
博
士
小
林
久
卒
先
生
指
導
ノ
毛
ト
ニ
多

年
苦
心
研
究
ノ
結
果
完
成
ジ
最
近
専
寅
特
許
ト
ナ
リ
タ
Y

毛
ノ
デ
ア

y
T

ジ
ア
硝
子
ヲ
研
磨
ス

Y

ヲ
主
用
途
ト
ジ
其
副
用
途
タ
Y

金
属
、
結
郷
等
ノ

研
磨
料
ト
ジ
ア
毛
効
果
偉
大
ニ
ジ
ア
到
底
同
種
他
品
ノ
及
プ
ト
コ
ロ
デ
ρ

ア
，wノ
マ
セ
シ
。

「
グ
ラ
ジ
V

J

L

川
本
邦
-
-
於
グ
Y
文
化
的
生
活
ノ
欲
求
ニ
感
ジ
他
面
外
国
製

品
ノ
轍
入
ヲ
防
遇
ジ
然
屯
轍
出
ヲ
期
ジ
-
プ
園
富
ノ
増
進
-
一
貢
献
セ
ン
ト
ス

Y

毛
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。

八
V
研
磨
ス
可
キ
主
ナ
ル
品
目
硝
子
戸
、
硝
子
障
子
、
ジ
ョ
ヲ
ヲ
ィ

ン
ド
、
鏡
、
其
他
硝
子
製
食
器
、
器
具
ω

銀
.
鋼
、
異
鈴
、
錦
、
ア
グ
'
ミ

ニ
ュ
ー
ム
、
ニ
ツ
グ
ペ
班
郎
製
ノ
器
具
、
什
器
G

大
理
石
。
陶
器
。
白

木
或
山
ぺ
ン
キ
塗
木
製
品
等
。

。

使

用

法

混

η
ノタ
Y
布
-
一
-
プ
「
グ
-
ア
ジ
ン
L

ヲ
擦
リ
ノ
之
ヲ
研
磨
ス
可
キ
物

ロm
-一
淡
ク
塗

p
或
ρ

之
-
一
ア
能
ク
摩
擦
ジ
乾
燥
ジ
タ
Y
後
乾
キ
タ
Y
布-一

-
プ
拭
キ
梯
ア
ノ
デ
ア
リ
ノ
マ
ジ
ア
頗
Y
簡
翠
容
易
デ
ア
リ
マ
ス
、
(
寸
グ
ラ
ジ

ン
L

P

使
用
者
ノ
皮
膚
ヲ
絶
劃
-
一
荒
ス
コ
ト
川
ア
リ
マ
セ
ン
)
。

〈
V
研

磨

シ

得

ル

硝

子

板

J
敦
「
グ
-
フ
ジ
ン
L

小
形
萱
個
ニ
ア
萱
尺

角
ノ
毛
ノ

(雨
面
μ

約
套
百
枚

。

値

段

大

形

萱

個

金

四

拾
銭
‘
小
形
萱
佃
金
武
拾
銭

(
廷
料
大
萱
個
、

小
武
個
各
金
六
鏡
、
但
ジ
撤
量
増
加
ノ
場
合
ρ

割
安
ニ
付
キ
御
紹
介
ヲ
乞

ブ
)

フジ(大 物 質形 I}、「ン

東
京
府
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中
野
町
谷
戸
二
四
一
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製
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三
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工東

墜事
.崎大
}理数

士技

九
州
帝
大
歓
授

エ
曲
学
博
士

安

藤

上
菊
列
六
三

O
頁

定

た

巻
困
版
二
ハ
一
一
種
償
コ

争

菊

判

七

0
3
頁

定

揖

官

品

押

圏

一

O
六
種
償
六
回
五
十
銭

i;髄週金
銭凶巻下中上著

雄

--・

中

芳

回

岡

本
書
は
主
主
し
て
現
今
の
主
要
化
事
工
業
製
品
、
そ
の
原
料
並
に
中
間
品
等
じ
闘
し
、
最

も
遁
確
な
る
試
験
法
を
精
通
し
且
つ
此
等
の
品
位
砂
γ
如
何
に
判
定
す
ぺ
き
か
の
標
準
を
示

し
‘
備
各
種
化
事
工
業
に
関
す
る
大
要
を
略
記
し
た
。
上
中
下
容
の
内
容
左
の
如
し

。
土
砂
密
化
皐
工
業
試
験
概
説
、
一
般
測
定
器
具
及
常
備
試
薬
類
.
試
料
採
集
法
一
一
般
、
水
.

燃
料
、
工
業
克
斯
.
高
熱
測
定
、
石
油
、
原
油
、
J

ガ
ソ
リ
ン
及
ガ
ソ
リ
ン
代
用
燃
料
燈
油
、

減
摩
油
及
絶
縁
油
.
燃
料
重
油
及
軽
油
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
及
ワ
セ
リ
ン
、
ア
ス
ア
ア
ル
'
ト
及
ピ

ッ
チ
脂
肪
油
、
油
脂
製
品
、
塗
料
及
原
料

。
宏
事
瑛
糖
及
甜
菜
糖
、
澱
粉
糖
、
澱
粉
、
デ
キ
ス
ト
リ
ン
、
酸
酵
菌
、
酒
梢
.
要
酒
、
葡

萄
酒
、
清
酒
、
繊
維
素
、
紙
セ

Y

ロ
イ
ド
、
人
造
絹
糸
、
織
物
繊
維
、
石
茨
タ
1

Y

、
染

料
イ
ン
キ
、
護
謀
、
香
料
、
其
他

。
下
巻
工
業
用
無
機
酸
類
及
び
原
料
、
工
業
用
ア
Y

カ
リ
類
、
漂
白
剤
及
び
脱
色
剤
、
鍍
石
、

金
属
及
び
合
金
、
粘
土
類
及
び
粘
土
製
品
.
セ
メ
ン
ト
及
び
漆
喰
類
、
締
子
及
び
餓
器
地
郎
、

肥
料
、
革
及
び
原
料
、
タ
シ
ュ
ン
原
料
、
タ
ン
ニ
ン
エ
キ
ス
及
び
タ
ン
ニ
ン
、
蛋
白
質
一
一
般
、

勝
及
び
ゼ
ラ
チ
ン
、
工
業
用
有
機
薬
品
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
測
定
法

ヱ
阻
学
士

活工
撃
樽
士

燃
旋
回
学
士

接改増設
訂補語

荒

木

鶴
f生

栗

原

鐙

キヰ

工

定
慣
四
国
五
十
銭

l
 
l
 

-tr 

品官

満

A 
仁'

定
積
二
圃
去
十
銭

林

久

酸

性

業

;:;::::吐益百怠261L111;

雄

著

炭

定
債
-
-
一
国
五
十
銭

司

著
送
料
廿
七
銭

著
送
料
十
ヘ
銭

平

著
定
領
軍
園
草
十
銭

剤白

素

送
料
十
八
銭土

送
料
品
H

七
銭



@l1D ~Utru⑤N 
スーピロ ν(耐酸金属)，t、首枇多年ノ経験ニヨ 9製造セル毛ノニ γ

テ康ク酸アルカり工業=使用サ V非常ニ好成績ナり.下記各種化

率工業二封V ア必要快ク可カヲザ Jレ宅ノニ γ テ荷毛耐酸ヲ目的ト

スル所ニハ本品=匹敵スル毛ノナV'.倫硬度高キテ以テ磨鼠ニ封

スル抵抗大テ 9• 

製品種目 6....一......... 主要用途

プヲ:/~ャー・ポ ν プ…・ •••• •• • 硫酸製造用

セyトりフユーガル・ポ νプ… ........硝酸製造用

ル プ… ・…・・・・・ ・・・…...，・・・・其他各種酸製造用

コック…一 ..…….• • • ~ … .......肥料製造用

途風機- …・・ ~ • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • .火薬製治用

各種パイプー…… H ・H ・................................鍍金業用

蒸震皿・釜類….....・H ・..…・・・・・ ・ ・… ..染料製造用

オートク νープ・……・・・….......一…・・ …セルロイド製造用

冷却 器.....・H ・・・…… ・・………・・ ・ 銭

其他種々

山 用

。 一一一七番地大開港肥料開踏業部耐問。
製造工場 東京府下王子町

大日本人造肥料株式曾祉王子工場


